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第一章「一度目の魔法」








　──土曜日の夕方は自分に魔法を掛ける時間だ。

　美み織おりはテーブルの上に置いた鏡の中の自分を見つめた。

　化粧下地を丁寧に塗ってから、夜の照明に映えて見えるので奮発して買った、ツヤ感のあるリキッドファンデーションをスポンジでリズミカルに叩き込んでいく。パウダーは刷毛に含ませさっと、チークは笑った時に魅力的に見えるように。

　アイメイクには一番気合いが入る。アイシャドウはゴールドとブラウン。リキッドアイライナーで睫毛の狭間を隙間なく埋め、目が大きく見えるよう、目尻から少々はみ出させる。しっかりカールさせた睫毛にブラックのマスカラを重ね塗りする。

　最後にバーガンディの口紅にグロスを重ねると、そこには三十分前とは別人となった美織がいた。都会的で、洗練された大輪の薔薇を思わせる女だ。

「……よし」

　妖艶な美貌に似合わぬ、無邪気な微笑みを浮かべ、次はセミロングの髪を巻いて整える。

　服は夏にセールで買ったワンピースにした。口紅の色と同じバーガンディに、抽象的な大きな花柄が華やかだ。体の線に沿ったデザインで、美織の豊かな胸と括れた腰を引き立てている。

　光り輝く一粒ダイヤモンドのネックレスをつけ、ハイヒールを履き、唯一のブランド品であるハンドバッグを手に、ワクワクする気持ちでマンションのドアを開ける。

　気分はもうカボチャの馬車に乗り、王宮を目指すシンデレラだった。

　道行く途中で何人もの男が老若を問わず振り返る。美織の暮らすワンルームマンションの管理人もその一人だった。

（大家さんも私だってわからないのね）

　ついくすりと笑ってしまう。

（やっぱりメイクを覚えてよかったな。自分じゃない気分を味わえるもの）

　美織は一重瞼に小さな鼻、薄い唇と顔立ちが地味だ。容姿に合わせるかのように性格も内気でおとなしかった。高校時代には「いてもいないくてもどうでもいい女」、とクラスメートの意地の悪い男子に揶揄されたものだ。

　仙台の実家から地元の女子大に通っていた頃は、父親の正まさ博ひろが保守的な気質だったので、門限がありアルバイトは当然のように禁止。サークル活動や合コンへの参加などもっての外。メイクに至っては「めかしこむだなんて、それほど男遊びがしたいのか」と嫌な顔をされた。

　そもそも正博は美織を大学に行かせるのも渋っていた。「女に学問はいらない」との持論があったからだ。若いうちに地元の男性とさっさと結婚させたかったらしい。まさしくそうした人生を歩み、他に生き方を知らない母の織おり江えも正博と同じ意見で、「お父さんのおっしゃるとおりにしなさい」と繰り返すばかりだった。

　唯一味方だった叔母の美み香か子この説得がなければ、高校を卒業後は見合いをさせられ、無理矢理結婚させられていただろう。のちに美香子は自分も祖父にそうさせられそうになったので、美織の気持ちはよくわかるのだと苦笑していた。

　その後美織は美香子の助けを受け、卒業後の就職を地元にではなく東京に決めた。正博の監視下を抜け出し、自分の意志で人生を選び取りたかったのだ。

　就職先はメガバンクの一つである四谷銀行本店で、出世の見込めない事務員としての採用ではあるが、出身大学の就職先としては快挙と呼べる内定だった。

　それでも正博には上京を大反対されたのだが、美織は勘当すると脅されても折れなかった。実家から出るために密かに簿記検定を受験し、パソコンスキルも身に付けていたのだ。織江が止めようとする中で強引に引っ越し、真面目に務め続けて社会人二年目の現在に至る。

　頑固な正博も近頃は年を取ったのもあるのか、「二十五歳までに地元で結婚し、孫を産めば許してやる」と態度を軟化させている。とはいえ、今度は盆休み、正月休みに帰って来い、見合いをしろとしきりに急かすようになった。

　美織はビルの建ち並ぶ街を歩きながら溜め息を吐いた。

（結婚か……。まだ全然想像がつかない）

　だが、このままでは正博の望む未来になりそうだった。

　先日、二十四歳の誕生日を迎えたのに、未だ彼氏すらできたことがないのだ。めくるめく恋愛を夢見たこともあったが、学生時代には地味で男性に相手にされず、社会人になってもたいして状況は変わらなかった。

　自分以外の事務員の女性を目の当たりにし、どうやら無理だと早々にめげてしまったのもあった。彼女たちは、大抵実家が都内にあり裕福な家庭の出身で、容姿にも恵まれ性格も明るく朗らかなタイプが多い。つまり、エリート銀行マンの花嫁候補なのだ。彼女たちと比較すると美織は醜いアヒルの子だった。

　男性に口説かれるどころか、いてもいなくても同じような扱いをされ、美人の同僚たちにはデートのたびに仕事を押し付けられる。ある上司のおかげでそうした環境は一年前に改善されたものの、女性としての自信が地の底にまで落ちていた。

　そんな美織を救い出したのがメイクだった。半年前、デパートの化粧品売り場のカウンターで声を掛けられ、「化粧映えする顔立ちだ」と絶賛されたのだ。新色が似合いそうなので試させてほしいとも。

　半信半疑でメイクを任せたのだが、約二十分後、見せられた鏡の中には見たこともない美女がいた。「……これが私？」と息を呑んだ。

『……すごい。魔法みたい』

『お客様の元の顔立ちが整っていらっしゃるからですよ。だから、つい声を掛けてしまって』

『あ、ありがとうございます……』

　商品を売るためのお世辞だとは思いつつ、容姿を褒められるのは初めてだったのもあり、嬉しくてつい頬を染めてしまう。

　美容部員はニコニコと笑いながら、新色の試供品を手渡してくれた。

『メイクってなりたい自分になれるんです。よろしければ今度このデパートの催事場を借り切って、イベントを開催するのでいらっしゃいませんか。プロのメイク指導を受けられますし、レッスンの申し込みもできますよ』

『なりたい自分……』

　なら、自分と真逆がよかった。

　どこまでも女らしくありながら、決して男に捕らわれず、自分の気の向くままに自由に生きられる女──

　美織はその場で新色の口紅を買い、イベントの招待状を受け取った。

　以降、勧められたメイク教室に熱心に通って、今ではそれなりの腕になった。

　とはいえ、勤め先でその成果を披露しようとは思わなかった。何せ化粧映えし過ぎて別人に見えるので、整形でもしたのかと勘違いされそうだったからだ。

　だから、こうしてシンデレラ気分で街を歩き、行きつけのショットバーで一杯やるのに留めていた。

　麻布十番駅の改札を出てしばらく歩き、ビルの片隅に設けられた階段を降りていく。

　ショットバー「ザ・ムーン」は地下一階にあるので、通に向けた隠れ屋のような趣がある。

　黒に近いダークブラウンの壁と、統一されたインテリアには大人の落ち着きがあり、いつもの美織なら気後れして、近付くことすらできなかっただろう。

　だが、今は違う。フルメイクを施しただけではなく、以前なら決して選ばなかっただろう、セクシーなワンピースを身に纏っているからだ。魔法を掛けられたシンデレラなのだから、この世で誰よりも美しいのだと信じることができた。

　ベルの音を立てながらドアを開けると、すぐさま馴染みのバーテンダーが顔を上げる。

「いらっしゃいませ。お久しぶりですね」

　微笑みとともに軽く頭を下げてくれる。

「そうでもないわ。二週間ぶりくらい？」

　自信があると対等に話せるようになるのか、いつものいかにも気弱そうで真面目腐った口調も、美織のイメージにあるいい女仕様に変わっている。

　座り慣れた席に腰掛けると、まずはジントニックを頼んだ。

　酒の飲み方は初めの頃はインターネットで調べ、その後はザ・ムーンのバーテンダーに教えられた。

　同じバーで続けて何杯も味わいたいのなら、女性なら一杯目はさっぱりしたジントニックのような柑橘系。続いてバーテンダーの腕を試すサイドカーなどの手の込んだカクテル。三杯目はマティーニを初めとする王道と呼べるもの。締めには甘いデザートを思わせるカクテルがいいと。

　ザ・ムーンは値段設定が高いバーなので、四杯も飲むとチャージと合わせてそれなりの料金になる。だが、この夢のような一時には叶わなかった。

　ジントニックをゆっくりと味わい、イタリア語で歌われているＢＧＭを楽しむ。

　バーテンダーは一人でゆっくり楽しみたい──そんな美織の趣向を理解しているので、自分から声を掛けようとはしない。

　とはいえ、他の客が美織に近付くのを止めようとはしなかった。

　隣に三十代半ばほどの男性が腰を下ろす。中肉中背で目がぎょろりとしていた。

「隣の彼女が飲んでいるのは何？」

「ジントニックですよ」

「じゃあ、僕もそれと同じものを」

　初めて見る顔だが、美織と同じく常連なのか、注文の仕方がこなれている。

　客は一口飲むと「多分、君には初めて会うよね」と笑った。

「こんな美人を忘れるはずがないし……」

　美織は苦笑しカクテルを飲み干した。

　メイクをしていると男性に声を掛けられるのも頻繁になる。人間、意外と簡単に騙されるものだとちょっとおかしくなった。

（美人か。私の素顔を見たらなんて思うんだろう）

「私は結構来ているので、顔を見たことくらいはあると思うのですが、あいにく覚えていません。申し訳ございません」

　顔を覚えるほどあなたに興味がないと、間接的に伝えたつもりだったのだが、ナンパ男には通じなかったらしい。

「じゃあ、今日が知り合った記念日ってことで」と話を続けた。

　ナンパ男は新宿で自営業を営んでいるのだとか。高級時計をしているところからして、羽振りがいいのかもしれなかったが、美織は興味を持てなかった。

　むしろ、時折胸元に向けられる粘着質な眼差しに、生理的な嫌悪感を覚えてしまう。体を値踏みされるのは珍しくはなかったが、なぜかこのナンパ男は受け付けなかった。

　美織の嫌悪感を察しもしないのか、あるいは察していない振りをしているのか、ナンパ男は腰を上げようとはしない。

　バーテンダーに助けを求めようとしたのだが、あいにく接客中らしく一人で対処するしかなかった。

「ちょっと失礼しますね」

　わざとらしいとは思いつつも、トイレを口実に席を立つ。

　たっぷり時間を掛けて化粧を直し、ドアと壁との隙間から様子を窺ったのだが、ナンパ男はまだ帰っていない。

　バーで口説かれるのはこれが初めてではないが、今までのナンパ男にないしつこさにうんざりとした。ザ・ムーンは雰囲気のある高級バーなだけあって、客層も落ち着きのある大人の男性が多く、皆その気がないとわかるとすぐに引いていたからだ。

　仕方なく席に戻らず会計を済ませようとしたのだが、すぐにナンパ男が気付いて立ち上がり、「ちょっと待ってよ」と美織の肩を掴んだ。

「一杯だけ付き合ってくれればいいから」

　バーテンダーがいつになく強張った表情で、「お客様」と男を止めようとしたのだが、美織としては事を荒立てたくなかったので、「一杯だけですね」と再び腰を下ろした。

「そう、君にどうしても飲んでほしくて頼んだんだよ」

　どうしても飲んでほしいカクテルとのことだが、なぜか季節外れのブルーハワイだった。

　いずれにせよ、一口だけ飲んで帰るつもりだったのだが、グラスを持ち上げたところで急に背中に何者かがぶつかった。

「きゃっ」

　その拍子にカクテルをほとんど零してしまう。それだけではなくワンピースが右肘まで濡れてしまった。

「申し訳ございません。服を濡らしてしまったようですね」

　聞き覚えのある重低音の声にはっとする。

（この声って……）

　反射的に振り返り息を呑む。

「幹みき課長……？」

　美織の直属の上司である幹和かず人とだった。

　驚きのあまり限界まで目を見開いてしまう。

（どっ……どうして課長がこんなところにいるの!?）

　和人は本店営業部のエースで、名門Ｉ大学卒業後に四谷銀行本店営業部に入社以来、出世街道をひた走っているエリートである。同期では最も早く若干三十一歳で課長に昇進していた。四十歳前後が多数な中で、異例のスピード出世だった。

　営業部だけではなく本店の多くの女性社員の憧れなのは、その地位と有能であるだけからではない。

　知的な雰囲気と常に冷静で公正な態度、見上げるほどの長身痩躯と、すっきりと整った顔立ちに、目を奪わずにはいられないからだ。眼鏡のレンズの向こうにある、涼しげな切れ長の黒い目が一際印象的だった。

　女性社員が密かに開催している、「ミスター四谷銀行本店コンテスト」では、この二年「抱かれたい男」「結婚したい男」「スーツの似合う男」の三冠王である。

　ところが、スキャンダルを嫌っているのか、今のところ少なくとも行内では浮いた噂はない。それゆえに、特に美織の所属する営業部の女性社員らは、皆和人の恋人の座──いずれは妻に──を狙って、互いを牽制しつつさり気ないアプローチを繰り返しているのだった。

　もちろん、美織は出世レースならぬ婚活レースにエントリーしてはいない。和人の誠実な人柄に少なからず心惹かれていたのだが、自分など相手されるはずがないからと、同じ職場で仕事ができるだけに留めていた。もちろん、プライベートで関わったことも一切ない。

　だから余計に、東京に無数にあるショットバーの一つで偶然出くわしたので、一瞬心臓が止まったのかと錯覚したほど仰天した。

　和人は美織の背後の廊下を通ろうとして、うっかりビジネスケースを当ててしまったらしい。懐から濃紺のハンカチを取り出し、もう一度謝って軽く頭を下げた。

「すぐにこちらで拭いてください」

　それを見ていたバーテンダーが「お客様こちらをお使いください」と、濡れ布巾をカウンターの向こうから差し出す。続いてなぜか和人と視線を遣り取りし、テーブルの上に倒れたブルーハワイを引っ込めた。

　バーテンダーがナンパ男に向かってにっこりと笑う。

「お客様、こちらのカクテルですが、新しく作り直しますね。ただ、あいにくブルーキュラソーを切らしておりますので、別のカクテルでもよろしいでしょうか？」

「……っ」

　ナンパ男はバーテンダーと和人を交互に睨んだ。「おい、何してくれるんだよ」と和人に食って掛かる。

　和人は涼しい顔で「申し訳ございません」と素直に謝った。

「もちろん、そちらのカクテルの料金は僕がお支払いしますので」

　男は文句を言おうとしたのか口を開いたが、見上げるほど高い和人の身長に気付いたのか再び口を閉ざした。ちっと舌打ちをして荒々しく身を翻し、バーテンダーに怒鳴り付ける。

「いらん。おい、会計だ、会計！　さっさとしろよ！」

　美織がナンパ男の態度の急変に驚く間に、無造作に五千円札を抜き出しカウンターに叩き付ける。ところが、バーテンダーに注意され再び目が吊り上がった。

「お客様、申し訳ございません。お会計は六千五百九円になります」

　最後は射殺さんばかりの視線をバーテンダーに向け、大股で店内を横切り、当てつけのようにドアを叩き付けて出て行った。

　一体なんだったのかと呆気に取られる美織を余所に、バーテンダーが「ありがとうございました」と和人に小声で礼を述べた。

「やはりカードは使いませんでしたね」

「身元がばれてしまいますからね」

　和人は空いた美織の隣のスツールに腰掛ける。

　肩が触れ合う距離感に美織の心臓がドキリとした。

　一方、和人はあらためて軽く頭を下げた。

「本当に申し訳ございませんでした。クリーニング代をお出ししますので」

　バーテンダーが慌てて「それは私どもが……」と申し出る。

「お客様を助けていただいたんです。お礼をしなければならないくらいで……」

　狐に包まれた心境の美織に、バーテンダーは周囲に聞こえぬように事情を説明してくれた。

「先ほどの男性のお客様ですが、どうもカクテルに何か仕込んでいたようなのです。睡眠薬……いわゆる、デートレイプドラッグだと思います。私も横目で確認しておりました。ブルーハワイは色も味も濃く混入を誤魔化しやすいので……」

「ええっ!?」

　だから、バーテンダーはナンパ男を止めようとしてくれたのだ。なのに、肝心の美織が余計な気遣いでカクテルを口にしようとした。そこで、同じく偶然睡眠薬混入の瞬間を目撃した和人が、美織にぶつかった振りをして止めたということらしい。

「咄嗟だったので、ああいう行動になってしまいまして……」

「逆上して刃傷沙汰なんてことになれば大変ですから。このカクテルは一部保管しておいて、あとから警察に通報することにいたします。それにしてもお客様、よくデートレイプドラッグだとわかりましたね」

「お恥ずかしい話ですが、私の勤め先でも以前似たようなことをして逮捕者が出たのです。まったく、男なら当たって砕けるべきですよ。それで何か失うわけでもないのだから」

「まったくですね」

　その間美織はひたすら恐縮していたのだが、バーテンダーが場を外したのを見計らい、和人に「ありがとうございました」とようやく礼を述べた。

「クリーニング代は結構です。助けていただきましたし、この服は色が濃いので目立つこともないですし……」

「いいや、いけませんよ。せっかく綺麗なワンピースなのに。あなたによくお似合いです」

「あなた」などと呼んでいるということは、部下の美織だとは気付いていないのだろう。

（やっぱり幹課長も気付かないんだ）

　今までは別人気分を楽しめていたのに、和人が疑いもしないのが少々寂しかった。

（ううん、その方がいいわ。銀行での私じゃ「お似合いです」、なんて言ってもらえないもの。見知らぬ同士としてお喋りを楽しめばいいじゃない。せっかくの機会なんだもの。きっともう二度とないだろうから……）

　それにしても、和人は勤め先だけではなく、プライベートでも不正を許さない人柄なのだと改めて心惹かれる。

　以前もこうして助けられたのを、入社一年目の出来事を懐かしく思い出した。

　当時は華やかな同僚らに格下だと見な便利屋扱いされ、何かと仕事を押し付けられて残業続きだった。そんな状況を上司になったばかりの和人が改善してくれたのだ。

　和人はすぐに美織の苦境に気付き、同僚らから逆恨みを買わないように配慮しつつ、さり気なく引き離して便利屋の役目を終わらせてくれた。女子社員の人間関係は複雑になりがちだからか、それまでの課長は面倒臭がって対処してくれなかったのに。

　和人に頭を下げると、和人は「当たり前だよ」と微笑んだ。

『部下を守るのが上司の仕事だからね。僕は僕の義務を果たしただけだから、君も明日から安心して仕事に専念しなさい』

　以来、美織は和人に人間として、上司として、絶対の信頼を置いていた。そして、男性としても密かに恋心を抱いていたのだ。とはいえ、立場からしても、自分の女性としての魅力からしても、アプローチするなど考えられもしなかったのだが──

　美織は手の空いていたバーテンダーを呼び、「じゃあ、クリーニング代のかわりに一杯奢ってください」と笑った。

「どんなカクテルがお好きですか？」

「そうだな……」

　和人は美織に笑みを含んだ眼差しを向けた。

「スクリュードライバーを頼もうか」

「あっ、スクリュードライバー、私も好きです」

　スクリュードライバーはオレンジジュースとウォッカのカクテルで、甘さがあるので飲みやすく女性にも人気である。

「私もウォッカ少なめにして作ってもらおうかな」

「アルコールは強い方ですか？」

「う～ん、普通ですね。……多分」

「多分とは？」

「限界まで飲んだことがないんです。一緒に酔ってもいいと思える人がなかなかいなくて」

　いい女ぶりつつスクリュードライバーを二杯注文し、再び憧れの人とのお喋りに興じた。

　アルコールが入ると次第にリラックスし、他愛ない話題を楽しむ。

　その間、カクテルを飲む際美味しそうに細められる切れ長の目や、銀行では見られない和人の柔らかな笑顔を目にしたからか、美織の心臓は早鐘を打ちっぱなしで、同時に多幸感で一杯だった。

「この店にはよく来るんですか？」

「ええ。あなたは？」

「一週間前上司に連れて来られたのが初めてでした。たまたまだったのですが、カクテルの美味しさに感動して、今夜は一人でゆっくり味わいたいと思いまして」

「あら、じゃあ私はお邪魔じゃありませんか？」

「邪魔だなんて……」

　レンズの向こうの黒い瞳にほのかな熱が宿る。

「……スクリュードライバーのカクテル言葉をご存知ですか？」

「カクテル言葉？」

　初耳だった。

「ええ。カクテルには一つ一つに意味があります。有名なものはポートワインですね」

　ポートワインは男性から女性に勧めると、「愛の告白」の意味になるのだという。女性がこれを断らずに飲めば、「愛を受け止める」との返事になるのだとか。

「あなたならよく勧められるのでは？　……実は知っていたのではありませんか？」

　ちなみに、ブルーハワイのカクテル言葉は「連想」なのだそうだ。そんな小洒落た知識など皆無だったが、美織はグラスを傾けつつ「さあ、どうでしょう？」と微笑んだ。

　スクリュードライバーのカクテル言葉が気になったものの、実は知っているという素振りをしてしまったので聞きづらい。

「取り敢えず、スクリュードライバーならいくらでもいただきたいですね」

　やはり格好付けただけの台詞だったのだが、なぜか和人は別の意味に受け取ったらしい。

「そうですか……」とどこか嬉しそうに呟き、美織の耳元にそっと唇を寄せた。アルコールのせいなのか、熱い吐息が掛かってドキリとする。

「今夜時間はありますか？　よければ、僕のお勧めの店を紹介したいのですが」

「えっ……」

　心臓がドキリと鳴って躊躇ったものの、動揺するなどいい女らしくはないと、「いいですよ」と頷きカクテルのグラスをカウンターに置いた。

（こんな素敵な夜は二度とないかもしれない）

　和人に魅力的な女性としてエスコートされる──シンデレラも零時までは継母と義姉に虐げられ、召使い同然の生活をすべて忘れて、王子とのダンスに酔い痴れていたのだ。

（私だって一度くらいいいじゃない？）

　和人に手を取られて席を立つ。その頃にはすっかりワンピースも乾いていた。

（ちょっとだけ……ちょっとだけだから……）

　スクリュードライバーのカクテル言葉が、「あなたに心を奪われた」だと知ったのは、二軒目のショットバーでのこと。和人が常連だというその店で、美織が最後に飲んだのはシェリー酒で、カクテル言葉は「今夜はあなたにすべてを捧げます」だった。

　

　美織は男性との交際経験がないので、男性のマンションを訪ねたこともなければ、当然二人でホテルに入ったことも一度もない。

　だが、アルコールに理性の箍を外されていたからか、幸いにもビクビクすることもなかった。

　それに、ここまで来てしまえば、もう覚悟を決めるしかない。切腹前の武士の気分である。

　連れ込まれた部屋はクラシカルな内装のダブルルームだった。

　足を踏み入れるなり眼鏡を外した和人に抱き締められる。

「待って……。電気消してくれる？」

　落ちにくいファンデーションやマスカラを使ってはいるが、激しく動くことになるのだから、そのままでいられるとは思えない。最中に冴えない部下だとバレるのは想像したくはなかった。

「わかったよ。本当は君の顔を見つめたままがよかったけど……」

　和人が枕元のランプ以外の灯りを消すと、窓のカーテンの隙間から東京の夜景が見えた。宝石箱をひっくり返したような、その美しさに目を奪われた隙に和人に唇を奪われる。

「んっ……」

　初めはごく軽いキスだった。触れ合ったかと思った次の瞬間には離れ、目を至近距離から覗き込まれる。薄暗いので顔と表情はぼんやりとはわかるが、パーツを確認することまではできない。

　レンズ越しではない眼差しを注ぎ込まれゾクリとする。こんな和人の目を見るのは初めてだと見惚れる間にまた口付けられた。今度は深い。

　海の香りがするウイスキーの味がする。苦いのに甘くもあり、初めてにもかかわらず夢中になった。

　和人はふと顔を上げると、指で美織の唇の輪郭をなぞりながら、「シェリー酒の味がする」と笑った。

「……本当にいいのか？　これ以上キスしてしまえば、もう止められないから」

　丁寧語がくだけ、僕が俺に変わっている。これが和人の素なのだろうと思い、またどうしようもなく心惹かれた。

　美織は和人の背に手を回し、潤んだ目で見上げ、「じゃあ、またキスしなくちゃ駄目なの？」と囁く。

「私ってこれだけじゃあなたを落とせないくらいに魅力がない？」

　それが合図だったのだろう。和人は美織を軽々と腕に抱き上げ、ベッドにそっと横たえ目を覗き込んだ。

「君は不思議な人だな。初めて会った気がしない。……だから、一目で好きになっていた」

　初めて会った気がしないと聞いて、美織の心臓がドキリと鳴った。

　初めは和人が自分だと気付かずがっかりしていたのだが、今となってはもう決して正体を知られたくはなかったのだ。知ったが最後、興ざめされやしないかと、そちらの方が怖かった。

（一度だけ……）

　そう、ならきっとバレないと、美織は和人の頬を包み込んだ。

（こんなに素敵な人と一夜をともにできるのなら……）

「私も、同じよ」

　どちらからともなく唇を重ねる。キスも初めてのはずなのに、和人に舌を絡め取られると、女の本能なのか自然と自分もそうしていた。

　唾液が入り交じる粘ついた音が口内に淫らに響く。

「ん……ん……んっ」

　時折唇を離し、束の間見つめ合い、また重ねて互いの熱を貪る。

「んっ……ん……」

　まだ互いの名前すら知らないという設定なので、和人と呼べないのがもどかしい。バーではどちらも意識的にか、無意識的にか名乗り合わなかったのだ。

　和人も同じ思いだったのだろうか。美織の頬を撫でながら、「和人」と名乗った。

「幹、和人。木の幹に和の人ってみきかずと」

「和人さん……」

　課長ではなく和人さんと呼べてひどく嬉しい。だが、「君の名前は？」と尋ねられて青ざめた。

（私の、名前……）

　馬鹿正直に井いの上うえ美織とは明かせない。シンデレラなどと言おうものなら、間違いなくヤバい女だと警戒されるだろう。約十秒間でなけなしのＩＱを総動員した結果、美織は「杏あん……」と小声で告げた。

「私は、杏よ」

　お伽噺のシンデレラ以外にもう一つ、美織には憧れの物語があった。もう七十年近く前のアメリカ映画だ。

　ヒロインはヨーロッパ某国の王女アン。アンはローマを表敬訪問中、密かに滞在先の白を抜け出し、束の間の自由を満喫する。サンダルを買ったり、ショートヘアにしたり、ジェラートを食べたり。そんな中でアメリカ人記者、ジョーと知り合い、結ばれることはないと知りながらも淡い恋に落ちるのだ。

「アン？」

「そう、あんずの杏。可愛いでしょ？　自分でも気に入っているの」

「ああ、可愛い」

　黒い瞳の中の欲望の熱が一瞬だが柔らかになった。

「君にぴったりだ」

　言葉とともに美織の背に手が回され、ファスナーを下ろされる。ワンピースを上半身からずり下ろされると、同じバーガンディーカラーのブラジャーに包まれた、豊かな白い胸がふるりとまろび出た。

　昔から地味顔に似合わない大きな乳房がコンプレックスだった。

　内気そうで抵抗しないと見なされたからか、電車でよくタチの悪い痴漢に狙われたので、胸が小さく見えるブラジャーで誤魔化していた。なぜこんな目に遭わなければならないのだと泣いたものだ。

　だが、今は自分の女らしい体を嬉しく思う。それでも、初めてとなると不安が勝った。

（和人さん……気に入ってくれるかしら？）

　和人は美織の不安をよそに、その体の線を視線で丹念になぞった。

「……着痩せするタイプってよく言われないか？」

「そ、それは……」

　よく言われるも何も、男性に裸身を晒すのはこれが初めてなのだ。

　美織が答えあぐねる間に、和人は感嘆の声を上げつつブラジャーを外した。

「すごくそそられる……」

「あっ」

　右胸をぐっと掴まれ反射的に身を捩らせてしまう。これでは男慣れした女には見えないと焦った。

　更に額に軽く口付けられ、「ひゃっ」とまた奇声を発してしまう。

「すごく柔らかくて滑らかだ。綺麗な肌だね」

　大学までは実家で息を潜めるようにして暮らし、上京してもインドアな暮らしを続けていたので、ほとんど日焼けしていなかったからだろう。

　和人の賛辞と愛撫は羞恥心と同時に、美織の体の奥に火を付けた。

　両胸をやわやわと揉み込まれる。

（……なんだか変な気分）

　肌だけではなく体が内側から熱を持つのを感じる。同時に、心臓が一層早鐘を打った。

「ん……あっ……」

　薄桃色の頂にそっと指が添えられ、捏ね回されるうちにかたくなりピンと立つのを感じた。

「あっ」

　胸から熱がじわりと体に広がっていく。

　右の頂を口に含まれ、熱い舌先を感じた時には、ベッドの上で軽く体が撥ねた。

　もう初めてだとバレたくはないなどと、演技をする余裕など残されていなかった。

　和人が顔を上げくすりと笑う。

「君って感じやすいんだね。……でも、そんなところも可愛い」

　再び胸にむしゃぶり付かれ、音を立てて吸われると、背筋に電流に似た何かが走った。

「あっ……んんっ」

　舌先で弾かれるだけではなく、軽く歯を立てて囓られ、無意識にいやいやと首を振る。

　やがて和人の唇は胸から腹、腹から腿へと移動し、美織のショーツの端に手を掛けた。

　あっと思った次の瞬間にはするりと脱がされ、足の間に夜の闇に冷やされた空気を感じぞくりとする。

　だが、今夜の下着はそれだけではなかった。

　和人は美織の腰に巻き付けられた、黒レースの薄布に目を向けた。そこから伸びる同じ色の細い紐が、腿までのストッキングを引き上げている。

「これってガーターベルト？」

「ええ、そう。気に入っているの」

　化粧を念入りに施しドレスアップする際には、ストッキングはガーターベルトを合わせるタイプにしている。ただ美しいだけではなく、セクシーな女になった気分になれるからだ。

「こんなの、見慣れているでしょう？」

　余裕ぶって笑ったもののすぐに傷付いてしまう。和人が他の女を抱いていたなど、想像したくもなかったからだ。

　和人は唇の端に笑みを浮かべた。

「いいや、こんなにセクシーな下着は初めてだ」

　嘘付きと憎まれ口を叩く間もなく、右足からホックを外される。そこから先はゆっくりとストッキングを脱がされるのを、息を呑んで見守るしかなかった。

「……っ」

　下半身を守っていたものをすべて失い、頬が熱くなるのを感じる。力任せにぐっと押し開かれ、つい「やっ」と声を上げてしまった。

　和人の視線が無防備な秘所をなぞるのを感じる。

（や、やだ……。恥ずかしい……。私、ちゃんと綺麗にしていた？）

　清潔を考えて人並みに手入れはしていたし、ベッドで何をするかの知識はあったものの、いざ実践となると話は別なのだと涙目になる。

「か、和人さん……」

　もう見るのは止めてと哀願しようとした次の瞬間、長い指がするりとわずかに潤ったそこに滑り込んだ。

「……っ」

　花芽を指先で円を描くように優しく撫ぜられ、喉から熱い息が漏れ出る。

（何……これ……）

　不安が熱で溶けていくのと、体の奥から溶け出たそれが、蜜となって辺りを潤すのを感じた。

「濡れてきたね」

　和人の指の一本がするりと蜜口に忍び込む。

「ひゃっ」

　異物感にまたベッドの上で軽く体が撥ねた。

　和人が慣らしてくれたからか、痛みはないが、圧迫感で数秒息が止まる。

　それも出し入れを繰り返されるうちに、次第になくなりむしろ気持ちよくなってきた。

　すると不思議なことに、隘路がひくひくと内壁を蠢かせ、和人の指を更に奥に取り込もうとする。

（な、に、これ……）

　自分の体の淫らな反応に戸惑い、羞恥心を覚える。

　ところが、その気持ちよさも羞恥心も一瞬にして散った。中で和人が指先をくいと曲げ、より敏感になった隘路を掻いたのだ。

「……っ」

　強烈な刺激に目を見開く。爪先がピンと伸びて引き攣った。

「ちょっ……」

　繰り返し押され、擦られ、快感に体が小刻みに震える。

「あっ……だ……め……あんっ」

　新たに生まれた熱が蜜となって溶け出し、秘所と和人の指先をしとどに濡らした。

「駄目ってもうこんなに蕩けているのに？」

　ずるりと引き抜かれた時には、栓が抜かれたシンクのように、熱が溢れ出すのではないかと怯えたほどだ。

　再び長い指が足の間に滑り込む。快感に緩んできた隘路が、またそれを招き入れようと蠢いた。

　感じるところを執拗に擦られ、わずかに残った理性が削り取られていく。

「あっ……ん……やんっ」

「君って、反応が初心だね。……すごくそそられる」

「初心……なんかじゃ……あっ」

「なら、俺をほしいって言ってご覧。もう我慢できないだろう？」

「ほしいって……」

　和人が何を言わせようとしているのかは、いくら初めての美織でも理解できた。

「そ……んな…恥ずかし……」

「可愛いことを言うね」

　ぐりゅりといやらしい音がして、蜜壺を掻き回す指が二本になった。

　蜜口を押し広げるような動きに、いやいやと首を横に振ってしまう。かと思えば指の一本が最奥近くにまで潜り込み、凝った箇所を突かれるごとに爪先が軽く痙攣し、声にならない声が喉の奥から漏れ出た。

「んっ……あっ……。……っ！」

　和人の指が生き物のように美織の快感の在り処を探る。体の熱が限界にまで高まり行くのに釣られ、滾々と湧き出す蜜は次第に粘度を増してきた。

「杏、本当に可愛い。もうこんなに感じてくれているなんて嬉しいよ」

　和人は上着とシャツを脱ぎ捨て、トラウザースのベルトを外した。備え付けのゴムの袋を歯で切り裂き、中を取り出しゆっくりとつける。

（……あんな風にするんだ。初めて見た……）

　だが、すぐに厚い胸板と引き締まった腹、割れかけた上半身に目を奪われる。一方で下半身は影となっていたので、生々しい和人の欲望を目の当たりにしなかったのは、美織にとっては幸いだったのかもしれない。

　生まれたままの姿にされて、右足を肩に載せられて持ち上げられ、直後にピタリと熱くかたいものがあてがわれる。

「あ……あっ」

　隘路を掻き分け一部が入り込むと、体がビクビクと痙攣した。

　求めていたものであるはずなのに、やはり指とは質量がまったく違う。体が緩み、指で慣らされていなければ耐え切れなかっただろう。

「ちょっと……まだ狭いな？」

　和人が不思議そうに首を傾げている。

　一方、美織の心臓はすでに破裂寸前で、力を抜いて痛みを逃すなどできるはずもなく、ただひたすら荒い呼吸を繰り返して堪えるしかなかった。

　和人も限界だったのだろう。大きく息を吐き出し、ぐっと腰を推し進めた。

「……っ」

　体の奥まで和人の熱に満たされ、涙目で和人を見上げる。

　話に聞いていた通り、痛みもあるのだが、それより圧迫感でうまく呼吸ができない。息苦しいのと同時に、憧れの男性に初めてを捧げた喜びで、胸が一杯にもなっていた。

「す……ごい、締め付けてくるな。きつい……」

　そこでようやく美織の初心な反応と合わせて、経験がないのではないかと思い至ったのだろう。和人は初めて見る困惑した表情になっていた。

「……杏さん。その、まさかとは思うけど、君は……初めてなんじゃ……」

「い、いから、続けて」

　美織は必死になって手を伸ばし、和人の二の腕を掴んだ。

「せっかくこっちがその気になったのに、途中で止めるだなんて、私に恥を掻かせないでよ」

　精一杯の強がりだった。バージンなんて面倒だと思われたくはない一心だった。

「それに、杏さんだなんて……杏でいい。ベッドの中でまで、真面目じゃなくていいじゃない」

　その台詞で思い切れたのだろうか。それとも、痛みと快感を堪え、涙を流す美織にそそられたのだろうか。黒い瞳に宿る欲望の炎が燃え上がる。

「……いいんだな？」

　美織がこくりと頷くと、和人は括れた腰をぐっと掴んだ。

「じゃあ、遠慮しない……」

　ずるりと灼熱が引き抜かれ、再びぐっと押し込まれる。

「ふぁ……あっ……あんっ」

　初めこそ辛かったのだが、その動きが何度か続くと、次第に体の奥が緩んでいくのを感じた。

「あっ……はぁ……な、なんだか……」

「気持ちいい？　俺もだ。きつくて……熱い」

　和人の額から零れ落ちた汗が、胸の谷間に落ちて肌を濡らす。

「あ……つい。和人、熱い……」

　時折角度を変えて隘路を突かれると、そのたびに背を仰け反らせて豊かな胸を揺らした。

「和人……和人……」

　熱と快感に浮かされ名前を呼んでも、最後の理性であなたが好きだとは口にしなかった。

（一度きりの夜だから、恋愛感情なんてないから、相手にしてもらえるんだもの）

　和人は一目惚れだと言ってくれたが、単なるリップサービスでしかない。それがわからないほど子どもではないと、美織は自分に言い聞かせた。

「あっ……あ……」

　快感が繋がる箇所から背筋、首筋を駆け抜けるのを感じる。

「杏、いきそう？」

「……っ」

　和人の眉根も苦しげに寄せられる。

「俺も、いきそう……」

（憧れの人に抱かれるのが、こんなに気持ちいいだなんて）

　次の瞬間、最奥に衝撃が走り、脳髄に稲妻が駆け抜けるのと同時に、視界が真っ白になって和人ですら見えなくなった。

「ああ……」

　和人の肩に手を回し、小刻みに体を痙攣させる。口をわずかに開いて息を吸おうとしたが、和人に唇を塞がれ行き場を失くした熱で、体が内側から焼け焦げてしまいそうだった。

　和人もその間に繰り返し腰を突き上げ、やがて低く呻いて美織の胸に顔を埋めた。

「君の体……すごく、いいな」

　初めての絶頂で意識が曖昧となっていても、その賛辞だけはしっかりと耳に届いた。

「……本当？　嬉しい」

　喜びに頬が染まるのを感じる。

「私も、すごくよかった……。こんなの、初めてで……」

（よかった……。課長も気持ちいいって思ってくれたんだ）

　潤んだ目を細める美織を見下ろし、和人の黒い瞳に再び欲望の炎が揺らめいた。

「……可愛いな」

「えっ……」

　隘路をみっちり埋めるその分身が、みるみる猛りを取り戻すのを感じる。

「か、和人……ま……」

　直後に、隘路から何かがずるりと引き抜かれる感覚に、むせぶような息が喉の奥から吐き出た。

「……っ」

　続いて一気に欲望を押し込まれ、最奥を突かれる感覚に脳裏に火花が飛び散る。汗に濡れた弾力のある両の乳房が上下に揺れた。

「あ……はっ」

　みるみる呼吸が乱れ、喘ぎ声しか出せなくなり、開いた唇の端から淫らに唾液が漏れ出る。思わずシーツを掴んで堪えようとしたのだが、激しく腰を叩き付けられるとそんな余裕もなくなった。

　ぐっと尻を持ち上げられ、和人の腰を挟み込むような形で、更に足が開いてしまう。快感がより鮮明になり体がゾクゾクとした。

「あぁ……和……あっ……んっ……はぁっ」

　顔は飛び散った涙と唾液まみれ、全身はどちらのものともわからぬ汗まみれ、下半身は漏れ出た蜜塗れになっており、一度突かれるごとにシーツが濡れる。

「あ……んん……あんっ」

　喘ぎ声を吐き出すばかりで、酸素不足になり息苦しい。

　なのに、和人は美織の唇を奪い、絶え絶えの吐息すら奪った。

「ん……んんっ」

　その間にも激しい抽挿が繰り返され、徐々に意識が遠のいていく。そんな美織を留め置こうとするかのように、ぐっと右の乳房を鷲づかみにされた。

「……っ」

　指先で捏ね回され上半身への荒々しい愛撫と、下半身を串刺しにされる苦痛に近い快感に気が狂いそうになる。なのに、もっと激しく犯してほしいとすら感じてしまう。

　すると、和人が美織の思いを読み取ったかのように、そのすらりとした両足を持ち上げずからの肩に載せた。

「あ……あっ……そんなっ……うっ」

　体を二つ折りにされ、繋がったままの蜜口が、真上を向いてしまう。そこに容赦なく灼熱を押し込まれると、自分の体にはまだ奥があったのだと思い知らされる。身も心も征服される被虐的な快感に背筋がゾクゾクとした。

　和人はもはや一頭の獣と化して、隘路を荒々しく蹂躙したと思うと、一気に引き抜き無言でまた貫く。掻き混ぜられるかのような感覚と強烈な一撃に、串刺しにされた気分にさえなった。

　衝撃が灼熱の快感に変換され、下腹部から脊髄を駆け上り、脳髄を真っ白に焼け焦がす炎は赤から黄、黄から白となるのだと聞いたことがあるが、体でそれを思い知った。

　一方、蜜口からは耳を塞ぎたくなるような、淫らな音と細かな泡が立っている。美織の蜜口だけではなく、和人の分身もぬらぬらと妖しく濡れているだろう。

「杏……」

　低く掠れた声が耳元を燻る。

　和人は汗を額から美織の胸に滴らせつつ、美織と繋がる箇所に全体重を掛けた。

「あっ……んふっ」

　折り曲げられた両の膝が乳房を押し潰し、圧迫感にむせぶような息を漏らしてしまう。和人と名前を呼ぼうとするのだが、息苦しさと責められる快感にもう声も出ない。

「……っ」

　次の瞬間、和人はぎゅっと眉根を寄せると、肩で大きく息を吐いた。肩から脱力した美織の足を下ろす。

　美織も和人とともに上り詰め、その瞬間、和人と完全に一つになり、快感をも共有したのを感じた、

「……」

　足だけではなくベッドに体が沈んでいく。

　和人は放心する美織の胸に顔を埋め、口付けを繰り返した。肌に和人の濡れた髪が触れる。

（……私、今、二四年の人生で一番幸せ）

　美織はそっと和人の後頭部に手を回し、瞼を閉じてその髪を撫ぜた。

　

　──魔法が解けるのは一瞬だ。

　その夜、美織は喉の渇きを覚えて目を覚まし、そろりとベッドから体を起こした。隣では和人が俯せで眠っている。

　枕元の置き時計の針は午後十一時四十五分を指していた。

　無防備な和人の寝顔が愛おしくなり、頬をそっと撫でてから、備え付けのローブを羽織って洗面所へ向かう。ライトを付け目の前の鏡の中にいる自分を見てぎょっとした。

　メイクが落ち汗と混ざって地味だの美人だの、それ以前の問題になっていたからだ。

（何これっ……！）

　幸い、女性向けにメイク落としから基礎化粧品まで用意されていたので、慌てて顔を洗い流して肌を整え溜め息を吐いた。

　鏡の中のなにもないに等しい顔を改めて眺める。

（……これが本当の私）

　ありのままの自分はなんて冴えないのだろうと悲しくなる。

（魔法が解けたシンデレラは、もとの暮らしに戻らなくちゃ）

　部屋に戻り下着とワンピースを身に着け靴を履いた。

　最後に、まだ目覚めぬ和人に「……ありがとうございました」と頭を下げる。二度とない機会だからと最後に頬にそっと唇を落とした。

「一生の思い出になりました。本当にありがとうございました」

　音を立てぬよう扉を締め、廊下で一人しばし俯き顔を上げた。スマホを見るとちょうど零時になっていた。

「……さあ、明後日からまた頑張らなくちゃね」

　美織は和人とはその一夜で終わったつもりだった。







第二章「二度目の魔法」








　──就職祝いに叔母の美香子から贈られたネックレスを、どこかで忘れたらしいと気付いたのは、二日後の週明けの月曜日。出勤前のことだった。

　土曜日はまだ和人との夜の余韻が抜けずに夢見心地、日曜日には我に返って溜まっていた家事を片付けるのに必死で、ネックレスを着けていたのが頭から抜け落ちていたのだ。

（どっ……どうしよう。大切なものなのに）

　和人と夜を過ごした日に首にかけていたそれは、鑑定書付きのダイヤモンドのネックレスで、それ以前に替えが利かないものである。

（どこで落としたのかしら？　ザ・ムーン？　それともホテル？）

　まず大慌てでホテルに電話を掛けたのだが、あいにくネックレスの忘れ物は届いていないらしい。ザ・ムーンは営業開始が八時からなので、それまで待たなければならなかった。

　すでに見知らぬ誰かに拾われ、そのまま持ち去られたかもしれないと思うと、気が気ではなく胃がキリキリと痛む。

　とはいえ、こんなことで勤め先は休めないので、結局いつも通りに出勤するしかなかった。せめて気合を入れようと、最近おろしたばかりのスーツに袖を通す。他のスーツよりワントーン明るいライトグレーが気に入って買ったものだった。

　本店営業部のオフィスのドアの前に来たところで、ネックレス紛失以上の問題を思い出し、足を止める。

（……本当に課長にバレていないかしら）

　バレていなくとも顔を合わせるのが気まずい。不審な態度を取ってしまわないか不安だった。そんな美織に背後から声が掛かる。

「その後ろ姿は……井上さん？」

　この声はまさかと振り返ると、まさに幹和人その人が立っていた。

「か、課長……」

　本店の営業マンはグレーのスーツ姿が多いのだが、スーツはこの人のためにあるのではないかと思うほど似合っている。

　いつもと変わらぬ丁寧に整えた髪と、眼鏡のレンズの向こうにある知性を感じさせる眼差し。だが、その黒い瞳に欲望の炎が宿る瞬間を、美織はもう知ってしまっていた。

　頬が熱くなるのを感じ、目を合わせぬ間にと頭を下げる。

「おはようございます。今日は早いですね」

「ああ。ちょっと調べたいことがあってね。まあ、十五分も経たないうちに出るから」

　和人の態度はいつも通りで、美織に向けられる目も部下に対するものだ。

（よかった。私が杏だってわかっていないみたい）

　胸を撫で下ろし和人とともにオフィスに入る。それぞれのデスクに向かい、パソコンを立ち上げ、ようやく気持ちが落ち着いた。

　和人は予告通りにデータをまとめると、ビジネスケースを手にオフィスを出て行った。

　今日は神奈川県川崎市で法人営業があると聞いている。先方は和人が以前担当した企業と繋がりがあり、和人に話を聞いてもらいたいとオファーがあったのだとか。

（うまくいきますように……）

　割り当てられた融資申請の提出書類をチェックし、パソコンにデータを入力していく。

（そう、もう課長とは土曜日の夜で終わり。……これからは上司と部下よ）

　胸がチクリと痛んだが、その後は単調な仕事に没頭することで、一昨日の夜の記憶を脳裏から消した。

　その日の仕事は定時までに終わり、美織は帰宅して午後八時になるなり、真っ先にザ・ムーンに電話を掛けた。

　だが、応対に出たバーテンダーもネックレスの忘れ物は届いていないという。

「……そうですか。ありがとうございます」

『もし届けられたらすぐに連絡します。電話番号をお聞きしてもいいですか？』

「はい、ではよろしくお願いします……」

　がっかりしつつ礼を言い電話を切る。

（叔母さんになんて言えばいいんだろう。自分で買ったらいくらくらい？）

　鑑定書を引っ張りだし、ネットで検索したのだが、なんと同じブランド、同じクラスだと二十三万円もすると知って肩を落とした。

「……さすがに無理」

　美織の給料は同年代のＯＬに比べれば、メガバンクなので多少はいい。とはいえ、高価な品をポンと買えるほどの余裕はなかった。

　叔母の美香子にとっても安いものではなかっただろうし、何より生まれて初めて手にした宝石だった。実家にいる頃には父の正博の顔色ばかり窺って、安物のアクセサリー一つ身に着けたことはなかったのだ。だから、とても大切だった。つけた後には必ずクリーニングし、丁寧にケースにしまっていたのだ。

（ううん、諦めるのはまだ遅い。そうだ。ザ・ムーンやホテル周辺の警察署にも行ってみよう。もしかしたら届けられているかもしれないし……）

　ところが約一時間後、ザ・ムーンから電話が入ったことで、その必要はなくなった。

　なんと、ネックレスが見つかったのだという。

「えっ、本当ですか!?」

『はい。先ほどお客様が届けにいらっしゃいまして』

「その方はまだお店にいらっしゃいますか？　なんてお名前ですか？」

『ええ、若い男性の方ですが、名乗りたくはないそうで……』

　ショットバーではバーテンダーと仲良くなり、ほぼ素性を明かしている客もいるが、内密で一時を楽しみたい者も少なくはない。恐らくその男性もそうした類いの客なのだろう。

　とはいえ、是が非でも礼をしなければならないと頷き、美織は「やっぱりお礼が言いたいです。すぐにそちらに参ります」と告げた。

「その方はまだお店にいそうでしょうか？」

『どうでしょうか。ちょっと聞いてみま……。あっ、少々お待ちいただけますか』

　バーテンダーに変わって電子音の音楽が流れる。やがて数分して再び受話器が取られる気配がした。

『……はい。まず大丈夫だと思いますね。今日はゆっくりされるそうですから』

　とはいえ、いつ帰ってもおかしくない。

　美織は電光石火で髪を梳いてメイクをすると、服をゆっくり選んでいる暇はないからと、通勤用のスーツを着直してマンションのドアを開けた。

　ザ・ムーンヘ行くのでメイクこそバッチリ決めたものの、今夜はシンデレラに変身する心境にはなれなかった。

　最寄り駅に直行し電車に乗り込む。ポールに掴まり揺られながら、このご時世に高価な忘れ物が届くとはと、信じられない思いと感謝で胸が一杯になる。

（こういう場合のお礼って何をすればいいかしら？　ああ、そうだ。バーの代金を支払わせてもらおう）

　二十三万円に比べれば安いものだった。

　

　その夜のザ・ムーンは客入りが少なく、カウンターにもパラパラとしか人がいなかった。

　早速馴染みのバーテンダーに声を掛ける。バーテンダーは「えっ……いつもと雰囲気が違いますね」と目を見開いた。

「スーツ姿は初めて見ました」

「仕事着なの。そんなに印象が違う？」

「いつもはミステリアスな大人の女性ですが、今日は清楚で若々しい雰囲気があって、僕としてはスーツの方が好みですね」

「上手ね」

　銀行事務は後方支援でも信頼性と清潔感を求められるので、ライトグレーのスカートのスーツを選んでいる。さすがにスーツとなると髪を巻くわけにもいかず、勤務先と同じくストレートヘアを下ろしていた。

　バーテンダーはレジ付近からミニ金庫を取り出し、中から保存用パックに入れられたネックレスを取り出した。

「あっ！　それです！」

「見つかってよかったですね。高価なものなんでしょう？」

「はい。親戚からのプレゼントで……」

　頭を下げつつネックレスを受け取る。

「ところで、これを拾っていただいた方は……」

　ウェイターは意味ありげな笑みを浮かべた。

「よくご存知だと思うんですけどね。今日はテーブル席にいらっしゃいますよ」

　よくご存知だと聞いてまさかとゴクリと息を呑む。

（まさか……ううん、でも……）

　恐る恐る店内のテーブル席を見回し、奥にその男性を見つけてぎょっとした。

（やっぱり……！）

　バーテンダーがくすくすと笑う。

「あれはきっとあなたが来るまで帰るつもりはなかったでしょうね」

　美織の気配に気付いたのだろうか。和人がウイスキーグラスを手にゆっくりと振り返る。そして、美織の姿を目にし、心から嬉しそうに目を細めた。

　その笑顔に心臓がドキリと鳴る。

「やあ、杏」

「っ」

　すぐにでも逃げ帰りたい心境だったが、美織は銀行に見込まれるだけあり、真面目で義理堅い性格だったので、礼をしないという選択肢はなかった。

　覚悟を決めて奥に向かい和人の向かいの席に腰掛ける。

「かち……和人さんがネックレスを届けてくれたそうで……ありがとうございます」

「今夜は随分他人行儀だな。和人でいいよ」

「……」

　さすがに素面で呼び捨てる気にはなれなかった。

　和人はオンザロックを一口飲み、グラスをテーブルに置き、改めて美織を見つめる。レンズ越しの黒い瞳に甘い光りが瞬いている。

「今日はスーツなんだな。よく似合っている」

「あ、ありがとうございます……」

「ひょっとして君の勤め先って銀行？　だったら俺と同じだな。部下の子も似たようなスーツを着ているんだよ」

「ええ……そんなところよ」

　部下の子とは間違いなく美織だろう。似たようなものどころか同じスーツだ。急がずにワンピースを着てくるべきだったと内心頭を抱える。

（ば……バレていない……わよね？）

　探りを入れているのか、単なる感想かの判断がつかない。

　探りを入れられているのなら、疑いを払拭しなければならない。徹底してミステリアスで奔放な杏を演じようと覚悟を決めた。

「仕事なんてどうでもいいじゃない？」

　さり気なく和人のグラスを手に取る。一口飲んで「美味しいわ」と微笑みを浮かべた。

「何も知らずに楽しめるのが一番じゃない？」

　口から心臓が飛び出しそうだったが、美織の理想とする大人の女性・杏なら、こう答えるだろうと心の中で脚本を書いてその通りに台詞を言う。

　和人は美織に見惚れていたようだったが、やがてらしくもなくテーブルに組んだ手の上に目を落とした。

「君はそれでいいのかもしれないけど、俺は違う。……初めてだったんだろう？」

「確かにそうだけど、初めての女じゃ嫌だった？　バージンじゃ遊んじゃいけない？」

　足を組んで余裕のある演技をしてみせる。

「そうじゃない」

　思い掛けない強い口調に美織がびくりとすると、和人は「……すまない」と目を泳がせ、「不思議なんだ」とぽつりと呟いた。

「俺の知る女性は皆もっと慎重で、自分をできるだけ高く売ろうとする。引き換えに金や安定をほしがる。……だけど、君は何もほしがらない」

　ほしがらないはずがない。和人の心がほしかったが、それを望めるはずがないから、一夜限りでいいと自分を誤魔化していたのだ。

　そう訴えたい気持ちを押し殺し、「あなたも不思議よ」と苦笑する。

「私にどうしてほしいの？　言葉遊びは嫌いじゃないけど、今夜はそんなに暇じゃないから」

「俺は……」

　和人は真っ直ぐに美織を見つめた。その真剣な眼差しに心臓がドキリと鳴る。

「あの夜で終わりたくはないんだ」

　だから、翌朝一人ベッドで目覚め、杏が姿を消しているのに気付いて愕然とした。

　杏という名前と肌の甘さ以外は何も知らない謎の女──朝の光に輝くダイヤモンドのネックレスを枕元に見つけた時には、まだ終わったわけではないのだと頷いて強く握り締めた。そして、それを餌に杏を誘い出すことにしたのだと。

「杏、俺は君にどうしようもなく惹かれている。……夜には君のことばかり考えていた。こんな気持ちは初めてなんだ」

　あのクールで知的な和人が、洗練された口説き文句ではなく、ストレートな言葉で思いを伝えようとしている。

（課長が……私を好き？）

　信じられない気持ちで目を瞬かせる。

　和人は「一目惚れなんだと思う」と呟いた。

「杏、俺と付き合ってくれないか」

　一瞬、天にも昇る心地になったが、間近にある熱っぽい黒い瞳を見て、すぐに地の底にまで叩き落とされた。勤め先でこんな目を向けられたことなど一度もなかったからだ。

（……課長が好きなのは井上美織じゃない）

　和人と一夜を過ごすために、美織が演じた架空の女・杏だ。冴えない銀行事務員などではない。

（……私じゃない）

　膝の上の拳を握り締める。

「付き合うなんて重い関係なんて嫌。私、誰にも縛られたくはないの」

　声が震えないようにするのが精一杯だった。

　動揺を悟られてはいけないと、通りがかりのウェイターに声を掛け、ギムレットを注文する。

　そういえばギムレットのカクテル言葉は、「長い別れ」「遠い人を想う」だったとぼんやりと思い出した。あの夢のような一夜のあとで、カクテル言葉を調べたのだ。

　手を伸ばせば触れられる距離にいるのに、和人がひどく遠い存在に思えた。

「縛られたくはないか……」

　和人がウイスキーの水面に目を落とし、溜め息とともにぽつりと呟く。

　美織はすぐに引くだろうと予想していたのだが、和人は顔を上げるなり「チャンスをくれないか」と訴えた。

　思い掛けない積極的な態度にたじろぐ。

「チャ、チャンス？」

「そうだ。一度でいい。一度でも俺と寝たと言うことは、少なくとも男として嫌われているってわけでもないんだろう？」

　恋人として合格か、不合格か、試用期間を設けてほしいのだという。

「このままじゃ君を諦められそうにない。また君を探してしまいそうで自分が怖いんだ。理性なんてあてにならないものだな」

「和人さん……」

「一ヶ月でいい。もし、君がそれでも嫌だというのなら、もう二度と追い掛けないから」

　強い思いで求められ、心が激しく揺れ動く。気が付くと「仕方がないわね」と答えていた。

「じゃあ、夜だけでもいいのなら」

　美織が出した条件は、連絡先の交換はせず、待ち合わせは土曜夜八時にザ・ムーンで。日中には決して会わない。日をまたぐこともない。零時には別れるというものだった。

「……夜だけ？」

「そう、夜だけ。私、普通のデートなんて興味はないの。ベッドで楽しく過ごせればそれでいいじゃない？」

　一時でも和人の恋人として振る舞える──愛されているのが架空の女・杏であっても、その誘惑を撥ね除けるのは難しかった。

　とはいえ、ショットバーや薄暗いホテルの照明のもとだからこそ、ミステリアスな杏でいられるのだ。だから、会うのは夜だけだという条件を付けた。

「それが嫌ならお断り」

「……いいや、それでいい」

　和人は唸るように呟いた。

「だけど、それじゃ付き合うって言うよりセックスフレンドじゃないか？」

「あら、セックスフレンドは気に入らない？　男の人はそっちの方が都合がいいと思うんだけど」

「都合がいいだなんて、ただ俺は……」

「──お話中失礼します」

　盆を手にしたウェイターがギムレットを美織の前に置く。美織はギムレットを飲み干し、「じゃあ、今夜は帰るわ」と席を立った。

「次の待ち合わせは土曜日で」

「……わかった」

　美織をエスコートするつもりなのか、和人もテーブルに手をつき腰を上げる。

「電車？　それともタクシー？　送るよ」

「子どもじゃないんだから一人で帰れるわよ」

「そういうわけにもいかない」

　スマートに支払いを済ませ美織の隣に並ぶ。もう一度抱かれたはずなのに、スーツ越しに和人の体温を感じて心臓が早鐘を打つ。

（これはアルコールのせいよ。ギムレットを一気に飲んだから……）

　ギムレットは四分の三がジンなので、アルコール度数は高い。

　チェイサーで誤魔化すべきだったと後悔した時にはもう遅く、あと一歩で地上というところで、思い切り前につんのめって靴が脱げた。

「きゃっ！」

「杏！」

　和人が抱き寄せてくれたので、転落することはなかったが、脱げた靴が階下に転がり落ちている。

「ちょっと待っていろ。動くんじゃないぞ。やっぱり酔っているみたいだから」

「……」

　ミステリアスなイメージが台無しである。和人は階段を下りて靴を拾うと、再び上って美織の足元に差し出した。しかも、騎士さながらに跪いてである。

　銀行でこんな和人の姿はまず見られない。自分対しても部下に対してもストイックなのに、好意を持つ女にはこんな姿を曝け出すのかと思うと、またどうしようもなく身も心も引き付けられるのを感じた。

「ほら、履いて」

「ありがとう……」

　頬を熱くしながら足を入れる。

「前も思ったけど、君って足が小さいな」

「そう。だから時々脱げちゃうのよ」

　美織の足のサイズは二十二㎝だ。幅も細く、自分では子どものような足だと思う。中敷きを敷いて調整しているのだが、履き慣れないとこうして脱げてしまう。

「俺からすれば可愛いなって思うけど、そんな悩みがあるんだな」

「そう、女って何かと面倒くさいのよ」

　和人は「さあ、行こう」と手を差し伸べ、大通りのタクシー乗り場にまでエスコートしてくれた。

　美織をタクシーに乗せ、「じゃあ、また土曜日に」と笑う。

「君が来るまでずっと待っているよ」

　どこか切なげなその眼差しにドキリとする間に、タクシーのドアが閉まり走り出す。

（……自惚れちゃ駄目。和人が……課長が待っているのは、私じゃなくて杏なんだから）

　一ヶ月だけだと自分に言い聞かせる。

（一ヶ月経ったらやっぱりつまらないからって別れればいいんだから）

　それよりも早く和人が飽きるだろうとも予想していた。

（だって、相手はあの課長なのよ？　私以外に綺麗な人なんてたくさんいる。……だから、大丈夫。一ヶ月だけ……恋人気分を楽しめばいい）

　そう自分に言い聞かせても、熱くなった頬を冷ますことはできなかった。

　

　時が経つのは早いもので、あっという間に金曜日となり、明日は和人とのお試し期間、第一回目の逢瀬である。

　美織は勤務先近くのハンバーガーショップのカウンター席で、そわそわしつつスケジュール帳を開いた。

（新しい下着は買ったけど、前と同じ服じゃ嫌だから、今夜はワンピースかスカートを買いに行かなくちゃ）

　少々痛い出費にはなるが、和人には一番綺麗な自分を見てほしかった。

　手帳に予算を書き込み閉じようとした途端、「あれ？　井上さん？」と背後から声を掛けられる。

「君も昼食か？」

　振り返るとなんと和人がトレーを手に立っていた。

「か、課長!?　今日は所沢に行くんじゃ……」

　よく地味そのものの自分を、混んでいる店内で見つけられたと驚く。昔は黙っていると存在感がまったくなく、幽霊のようだと揶揄されることもあったのだ。しかも、背を見ただけで判断できたのだからすごい。どこにでもあるデザインと色のスーツなので、見分けるのは一層難しいと思うのだが──

（やっぱり営業をやっていると、人の顔を覚えられるようになるのかしら）

　和人はなんの躊躇いもなく美織の隣に腰を下ろした。

「先方の都合で予定変更になってね。明日向こうから来てくれるそうだ」

「おかげで、久々にゆっくり食事を取れるよ」

　トレーに載せられたメニューはブラックコーヒーにダブルチーズバーガー、山盛りのポテトだった。

（課長、こんなものも食べるんだ）

　新たな一面を知れて嬉しくなる。

「課長がハンバーガーだなんて意外です」

「ハンバーガーは結構好きだよ。大学時代にはよく食べていた。何せ、母が栄養だの添加物だのに厳しくて、高校生になるまでファストフードとは無縁だったから。反動に違いないな」

「厳しいおうちだったんですね」

「というよりは、実家が田舎の旧家だったからか、手作り至上主義だったんだよ」

「どちらの出身ですか？」

「長崎県の元出島近く」

　なんと江戸幕府が長崎の出島を築いた際、資金を提供した豪商の一族で、現在も長崎で手広く事業を営んでいるのだとか。

　和人には訛りがまったくなく、てっきり東京、少なくとも関東出身だと思い込んでいたので驚いた。

「じゃあ、大学進学で上京されたんですか？」

「ああ、そうだ。確か井上さんは就職するまで仙台にいたんだったね」

「はい、そうです。……覚えていたんですか？」

　美織の直属の上司なので、人事からある程度の情報は伝えられているだろうが、出身地を覚えられていたとはと驚く。事務員の部下に興味などないと思い込んでいたからだ。

（やっぱり有能な営業マンってすごい。色んなデータに敏感なんだ。だから、昇進も早かったんだろうな）

　だが、和人が美織の出身地を覚えていた理由は、和人の有能さによるものではなかった。

「ほら、大分前になるけど、オフィスのデスクと椅子を取り替えた時、井上さん、〝なんだかいづいなあ〟って言っていたことがあっただろう」

「えっ……」

　そんな独り言を聞かれていたとは思わなかった。

「いづいってどんな意味だろうって不思議だったんだ。あとから仙台の方言で居心地が悪いって意味だって知ってね」

　無意識のうちに出ていた方言に、顔から火が噴き出そうになる。

「そ、それ、忘れてくれませんか……」

「どうしてだい？　可愛いじゃないか」

　可愛いという言葉にますます頬が熱くなった。

「方言は治ったと思ったのに……」

「恥ずかしがることない。個性の一つだろう？　僕も時々なおすってうっかり使うよ。長崎では片付けるって意味でね。東京じゃまず通じないな」

　今日の和人は機嫌がいいのか、いつもよりフレンドリーに思えた。こんなふうに気軽に雑談をしたのは初めてだった。

（話がまとまりそうなのかしら）

　和人の仕事がうまく行くのなら美織も嬉しかった。

（……やっぱりこの人が好きだな）

　杏でいる間だけでも、そばにいられるのなら、それでいいではないかと自分に言い聞かせた。

　

　──今夜はザ・ムーンの照明に映えるよう、ラメの入ったオフホワイトのワンピースを選んだ。濃紺のカーティガンを肩に掛け、ベージュのハイヒールに足を入れる。

（もうちょっと背が高ければよかったのに）

　美織は身長が一五四㎝のため、ハイヒールでなければ、美織の目指すいい女、つまり杏には変身できない。いい女にチビなどいないという持論があるからだ。

　だが、洒落たデザインのヒール靴は、足に合わないものが多い。履きやすい一足は貴重で、今日のハイヒールも何度も修理して使い続けていた。

　だが、二年も使い続けていると劣化していたのか、麻布十番駅の改札で通行人に背を押され、つんのめり、バランスを取ろうとして足に力を入れた拍子に、ヒールがぽきりと折れてしまった。

「あっ」

　慌てて拾い上げたものの、さすがにこの場で修理できるレベルではない。

（どうしよう……）

　残念だがドタキャンするしかないかと、バッグからスマホを取り出した途端、背後から「杏？」と声を掛けられ一瞬心臓が止まった。

　恐る恐る振り返る。

「か、和人……？」

「なんだ、君も電車だったのか。どうしたんだ？」

　和人は美織がヒールを手に呆然としている姿に、すぐに大方の事情を悟ったらしい。「行こう」と手を取りタクシー乗り場に向かった。

　和人のさり気ないエスコートと指の長さ、手の平の広さ、温かさに心臓がドキドキする。

「ちょっとくらいなら歩けるか？」

「え、ええ。でも、どこへ？」

「ザ・ムーンへ行くにしろ、帰るにしろ、その靴じゃ何もできないだろう」

　美織に続いてタクシーに乗り込み、最寄りのデパート名を告げる。

「あの店は夜八時半までやっているから」

　デパートの靴売り場には何軒かのショップがあったが、幸いにも小さめのサイズを取り揃えている店があった。ただし、値段が美織の普段履く靴の五割増しから二倍はある。

　とはいえ、背に腹は代えられず、店内の椅子に腰掛け、スタッフのカウンセリングのもと、何足かのベージュのハイヒールを試着した。

　さすがに高価なだけあり、素材やデザインがいいだけではなく、足に馴染んで履きやすい。

　そのでも中のヒール部分が黒いスタイリッシュな一足が気に入り、清水の舞台から飛び降りる覚悟で、「こちらでお願いします」と頷いた。

「このまま履いていくので、箱は結構です」

「かしこまりました。少々お待ちくださいませ」

　てっきり代金を預かるトレーを取りに行ったのかと思いきや、約数分後に美織のもとに戻ってきたスタッフは、「サービスです」と手入れ用のクロスを差し出した。

「あの、支払いはカードでお願いします」

「お連れ様がもう済ませられましたが……」

　なんと、ショップ外で待機していた和人が支払ったのだという。まさかと驚いて顔を上げると、和人が廊下で小さく手を振っていた。

　スタッフに見送られショップを出る。

　和人は目を細めて美織を見下ろした。

「よく似合っている。女性の靴なんて皆同じだと思っていたけど、やっぱり一足一足違うな」

「建て替えてくれてありがとう。すぐに返すから」

「これくらいさせてほしい」

　和人は苦笑しつつ美織に行こうと促した。

「でも、私、借りは作りたくないのよ」

　歩きながら和人を見上げ訴える。

　杏のような遊び慣れた女なら男性からのプレゼントを、さも当然のように受け取ることもできただろう。だが、美織は結局そうした類いの女ではなかった。

（だって、私は本当は課長の好きな杏じゃないのに。……プレゼントなんてもらう資格はないのに）

　和人が「君は残酷な人だな」と呟く。

「君に靴を贈りたいと思うのはそんなにいけないことか？」

　不意に真剣な、同時にどこか傷付いた目で見つめられ、それ以上金を返すとは言えなくなってしまう。

　それからデパートの自動ドアを潜るまで何も言えず、美織はこれでは杏らしくはないと焦った。

（何をいつまでも口籠もっているの。杏は気まずい雰囲気なんて作る女じゃないのに）

　ブランドのバッグが並べられたショーウィンドウを背後に足を止める。美織が着いてこないのに気付いたのか和人が振り返って首を傾げた。

「杏？」

「じゃあ、別の形で返さなくちゃね」

　腕を伸ばして和人の頬を引き寄せ、初めて自分から口付ける。

「……ねえ、せっかく買ってもらったんだけど、すぐに脱がせてほしいの。なら、いいでしょう？」

　和人は驚いたように目を見開いていたが、やがて美織の背に手を回し、「……もちろんだ」と熱っぽい声で囁いた。

　

　今夜のホテルは以前とは違う。なんの変哲もないビジネスホテルだ。万が一スタッフに顔を覚えられては困るので、常連宿は作らないつもりだった。

　美織はシミ一つないベッドのシーツに腰掛け、和人に「脱がせて」と右足を差し出した。

　ベッドサイドランプ以外は消しているからか辺りはほの暗く、美織の小さな白い足がぼんやりと薄闇に浮かんでいた。

「あら、これじゃお返しにならないかしら？」

「いいや、十分なご褒美だよ。君がいるだけで部屋がぱっと明るくなるな」

　和人は眼鏡を外すと、微笑みながら跪き、美織の右足を手に取った。

「君も童話のシンデレラは知っているだろう？」

「ええ、もちろん」

「グリム童話のシンデレラでは、ガラスの靴に足を入れるために、異母姉たちがナイフで足の一部を切り落とすんだ」

「……そうだったわね」

　美織はシンデレラの異母姉を恐ろしいほど欲深いと断じることはできなかった。

（私だって王子様を手に入られるのなら、それくらいするかもしれない）

　現に和人を騙して束の間の恋人気分を味わっているのだから。

　一方和人は違う感想を抱いたようだ。

「シンデレラ以外入らないくらい、小さな靴だったんだろうね。君と同じくらいだったのかな」

　左のハイヒールも脱がし丁寧に揃える。続いて美織の踝を持ち上げ、ガーターベルトのホックを外した。

　左右のストッキングがゆっくりと脱がされる。

　両足が夜の空気に晒されると、それだけで背筋がぞくりとした。

　今夜の和人は美織を裸身にするまでの過程を、目と手でじっくり楽しむつもりらしい。ワンピースを脱がされ、ブラジャーとショーツだけになった美織を、時間を掛けて隅々まで視姦した。

　熱い視線が体の線を辿るのを感じる。

（なんだか、恥ずかしい……）

　それだけで体の奥に熱が灯るのがわかる。

　やがて、ブラジャーとショーツを取り払われると、すでに一度抱かれたはずなのに、素面だからなのもあるのか羞恥心を覚えた。

　思わず両手で豊かな胸を覆い隠してしまう。

　だが、和人に「駄目だ」と止められてしまった。

「で、でも……」

「見ていたいから」

　和人にそう命じられると、逆らえずに目を逸らしつつ腕を下ろす。

　心臓が次第に高鳴るのを感じる。そっと乳房に触れられると、それだけで「あっ」と声を上げてしまった。

「か、和人……。ずるい。私だけ脱がして……」

　和人はまだワイシャツもトラウザースも脱いでいない。自分だけだなんて不公平だと美織が漏らすと、「じゃあ、脱がせてよ」と微笑んだ。

「それも、あなたにはご褒美になる？」

「もちろん」

　そっとワイシャツのボタンに手を伸ばし、緊張しつつ一つ一つ外していく。やがてインナーが現れ、それは和人自身が脱いだ。

　自分よりずっと鋭い肩の線と上腕、厚い胸に魅せられ思わず手を伸ばす。

「私よりずっと体温が高いのね」

「前はわからなかった？」

「だって、あなたとの夜に夢中だったもの。どちらの熱なのかわからなかったから」

「嬉しいことを言ってくれるね」

　和人は美織の右足をいきなり引っ張った。

「きゃっ……！」

　ベッドに背中から倒れる。

「んもう、何するの」

　抗議の声を上げ起き上がろうとしたが、バランスが取れずにうまくいかない。

「君の足が見たいと思って。ああ、やっぱり小さくて可愛い」

　舌先で小指を舐められ、つい「ひゃっ」と声を上げた。

「足も感じやすい？」

「……っ」

　耳や首筋、胸ならまだわかるが、足の小指で感じるとは思わなかったので戸惑う。

　続いて、足を持ち上げられふくらはぎを食まれた。

（このままじゃ食べられちゃいそう……）

　官能への予感に背筋がぞくぞくと震える。

　すでにピンとたった薄紅色の右の乳房の頂を、淫らで湿った音を立てて吸われると、「ああっ」ともう喘ぎ声が漏れ出てしまった。同時に左の乳房をやわやわと揉み込まれ、与えられる刺激に体がビクビクと反応する。

（触れられるだけで、もうこんなに熱い）

　もうこれほど和人をほしがっている。体が徐々に開いていくのがわかる。花芽をぐっと力を込めて押されると、腹の奥にじわりと熱が生まれるのを感じた。

「あっ……和人お……」

　名前を呼ぼうとした唇を塞がれる。

「んっ……」

　自分から舌を絡めると、和人も情熱的に答えてくれた。歯茎を辿り舌先を吸われると、快感と多幸感で胸が満たされる。

（課長のキス、すごく好き……）

　優しく、激しく、淫らで、お伽噺のシンデレラが結婚式で王子様とのするような、軽く清らかなものではない。

（ううん、シンデレラだって本当はこうしていたのかもしれない）

　同じ女だからこそわかる。愛する男の心だけでは足りない。体ごと愛し、愛されたいのだ。

　和人がゆっくりと唇を離すと、二人の狭間を繋ぐ唾液の糸が、ベットサイドランプのオレンジの灯りに照らし出された。

　互いの吐息がすでに興奮に熱されているのがわかる。唾液すら媚薬になるのだから、恋とは恐ろしかった。

「和人……」

　美織は和人の後頭部と肩に手を回し縋り付いた。

「……ねえ、早くちょうだい」

　まだベッドをともにするのは二度目なのに、もうすっかり快感の虜になっている。

「……そんな風にねだられると辛いな」

　和人は苦笑しつつすでに潤った蜜口に指を滑り込ませた。

「あっ……んっ……」

　指を出し入れされるたびに隘路の蜜を掻き出され、新たなそれが再び滲み出るのを感じる。

「あっ……やぁんっ」

　奥でくいと指を曲げられ、指先で隘路を軽く掻かれると、背筋にぶるりと震えが走った。「はっ……あっ……んっ」

　指だけでは足りない。早く和人自身がほしいと思うのに、一向に切望するそれは与えられない。

　目の端から涙が零れ落ちる。

「和人……和人……ねえ、お願いよ……早く……」

　その先の「ちょうだい」は和人の塞がれ、吐息とともに奪われて消えた。

　唾液の銀の糸を引いて離れた唇が、美織の火照った耳を這う。舌先で縁を辿られると背筋がゾクゾクとし、そのままくちゅくちゅと音を立てて食まれると腹の奥が疼いた。

　これはこれで気持ちがいいのだがもどかしい。

「早くって……言っているのに……」

　意地悪と続けようとして、音を立てて首筋を吸われて、「ひゃっ」と目を見開いた。

　強く吸われてついぎゅっと拳を握り締める。

（きっと……痕になっている）

　和人は首筋だけではなく、肩にも痕を散らしていく。一つ肌に赤い花が咲くごとに、蜜口からじわりと熱いものが滲んだ。

　体がわななき、目の端には我慢の限界の涙が零れ落ちる。

「和人……お願い……早くっ……」

「杏……ほんと、可愛い……」

　和人は美織の涙を吸い体を起こすと、いきり立った分身をゴムで覆った。続いて細い背に手を入れ一気に抱き起こす。

　ベッドの上に座った和人の膝の上に同腰を下ろす形になる。

「えっ……」

　次の瞬間、前触れもなく腰が落とされ、屹立が美織を真下から貫いた。どこからかズンと音が聞こえた気がした。

「ああっ」

　和人を迎え入れる準備は整っていたが、予想外の体位と強烈な感覚に目を見開く。

（こ、こんなの……）

　更に奥があるのだと思い知らされる。

　和人が美織の腰を上下に揺すぶると、その動きに合わせてベッドが軋んだ。体と体がぶつかり合う衝撃音が室内に響き渡る。

「あっ……ああっ……やっ……あっ……」

「杏……すごく、いい……。もっと、喘いで……」

「んっ……で、でも……んあっ」

　途中、和人も快感に耐えきれなくなったのか、姿勢を崩し仰向けにベッドに横になった。美織も折り重なるように広い胸に倒れ込む。

　ずるりと和人の分身が美織の体から引きぬかれる。隘路と欲望が擦れ合い、熱が生まれる感覚と喪失感に、美織は熱い息を吐きつつ涙を流した。

「杏……まだだ。泣くのはまだ早過ぎる」

「えっ」

　両手首をぐいと掴まれ引き寄せられ、横たわる和人の腰の上に跨ってしまう。

　和人を見下ろすのは初めてで、美織は戸惑いながらも新たな感覚にごくりと息を呑んだ。

（課長、見下ろしても綺麗……）

　和人の公正さを体現したかのような真っ直ぐな黒い眉と、知性を湛えた切れ長の目の中にある黒い瞳。通った鼻筋も薄い唇も鋭利な頬の線も、乱れた髪が汗で張り付いた額ですら綺麗だと思う。

　メイクで誤魔化している自分とは違い、和人は生まれながらなのだと思い知り、先ほどまで酔い痴れていた快感が遠のいていった。

「──杏」

　咎めるような声で偽りの名前を呼ばれる。

「何を考えているんだ？　ベッドの上では……零時までは君は俺のものだ」

　右手でまとめて両手首を掴まれ、左で指が食い込むほど強く腿を引き寄せられる。

「か、和人……」

「動いて、みてくれ」

「う、動く……？」

「そう。俺も零時までは君だけのものだ。だから、好きにすればいい」

（課長も私だけのもの……）

　抱くまいとしていた独占欲が美織の心に火を点ける。

　和人の胸に手を当て、みずから腰を沈め、その分身を迎え入れる。

「……っ」

　隘路が和人で満たされるのを感じる。

　大きく息を吐き出しすべてを美織の中に収めると、征服される感覚と征服する感覚、二つの快感で背筋がぶるりと震えた。

　雌の本能に突き動かされるままに腰を前後に動かす。今までと違った箇所をみずから尽き、一人で喘いでしまうのが恥ずかしかった。

「あっ……ん……ふ……」

　新たな快感の在処を探して、円を描くように腰を動かす。たわわに実った張りのある二つの乳房の頂から、汗が和人の胸の上に零れ落ちた。

「んっ……あっ……ああっ」

　最奥から脳髄に軽い電流が走る。大きく息を吐き出した次の瞬間、和人が繋がったまま体を起こし、美織をベッドの上に押し倒した。

「和人……？」

　何が起こったのか、なぜこんなことをするのかがわからず、涙目で和人を見上げる。

　和人は頬の涙を舐め取ると、欲望の籠もった眼差しで美織を見下ろした。

「君といると怖くなる……」

（怖い？　怖いってどうして？）

　和人は美織の額に、目元に、頬に、最後に唇に口付け、最後に両手首をシーツに縫い止め目を覗き込んだ。

「君のいない世界が考えられなくなりそうだ」

　ぐっと腰を押し込まれ「あっ」と目を見開く。

　和人は思いの丈をぶつけるように、美織の身も心も翻弄した。

　ベッドが大きく軋む音に美織の哀願が重なる。

「か、和人ぉ……。は、激し……」

「……聞こえない」

　耐え切れずいつしか自由になっていた手を上げたが、力なく宙を掴むばかりで、ぱたりとシーツの上に落としてしまう。

「あっ……あっ……はっ」

　左乳房をぐっと握り潰されたが、もはや痛みも、圧迫感も、すべての感覚が快感に変換されてしまう。

（おかしく、なっちゃう……）

「も……駄目……駄目……あっ」

　腹の奥から首筋に稲妻が走る。直後に、膝を押されて足を広げられ、ぐっと和人の欲望を最奥に押し込まれた。

「あ……あっ」

　喉の奥から漏れ出る喘ぎ声はもはや悲鳴に近かった。

　知らず和人の背に爪を立て、ガリッと引っ掻いてしまう。更に背を弓なりに仰け反らせ、薄闇に白い喉を曝け出した。

「……っ」

　和人は苦しげに眉根を寄せたが、それでも美織から離れようとはしない。

　体の中で和人の分身が激しく脈打ち、膨張するのを感じる。

「あ、あっ……。……っ。あっ……」

　体の中心から熱された鉄棒で貫かれ、そのまま燃やし尽くされるのではないかと怯えた。

　なのに、このまま恋と欲望の炎に焼け死んでしまいたいとも思う。

　美織は二度大きく震わせながら達し、次の瞬間目の前が白く霞んで火花が散った。

「杏……」

　やがて、和人が小さく呻いたかと思うと、美織の手を取り甲に口付けた。

「杏……好きだ」

　その一言に飛びかけていた意識がうっすらと戻る。

（好き……？　課長が私を好き？）

「一目惚れだと思う」とは言ってくれていたが、はっきりした愛の告白は初めてだった。

「好きだよ、杏」

　もう一度繰り返されたので、幻聴ではなかったのだと息を呑む。

　美織は汗に塗れた和人の肩を抱き寄せ瞼を閉じた。

　幸福に胸が震え喜びで満たされる。

（私も……好き。あなたが好き。あなただけが大好き）

　だが、その言葉を口にすることはなかった。この関係は近いうちに終わる。なら、なるべく未練を残したくはなかったのだ。

　だから、微笑んで和人の耳元にこう囁いた。

「ねえ、すごくよかったわ。でも、まだ足りないの。ねえ、もう一度抱いて？」

「……もう一度？」

「ええ、そう。あなたはもうギブアップ？」

　挑発的な美織を映す黒い瞳がギラリと光った。上司としての和人なら決してしない目だった。

「……まさか。君だったら何度だって抱ける」

　女として最大の賛辞だった。

　嬉しいと答える間もなく、体をくるりと返され俯せにされる。

　シーツに顔が押し付けられた直後、背後から水気と粘り気のある音とともに、熱い肉塊が一気に蜜口に突き入れられた。

「あっ……ああっ」

　思わず両手でシーツを握り締める。

「そ、そんなところっ……」

「そんなところってどんなところ？」

「そ、それは……」

　答えようにも腰を打ち付けられるごとに、呼吸がたちまち乱れてしまう。

「あっ……あっ……」

「ここかい？　それとも……」

「あああっ……」

　和人は美織の顎を摘まみ振り向かせると、唇を開かせその舌先を吸った。

　だが、甘いその口付けは束の間で、再び俯せにされ乳房がシーツに押し当てられる。先端がピンと断っているからか、隘路の内壁だけではなく胸でも感じてしまった。

「んっ……あっ」

　シーツと乳房の狭間に大きな手が差し入れられ、無遠慮にかたくなった頂を捏ね回す。同時に、激しく奥を抉られ続け、快感に耐え切れずに涙がいくつも零れ落ちた。

「あっ……ああっ」

「杏……」

　二人の体が同時に大きく震えるのを感じる。次の瞬間、再び視界が白く染まり、最奥が新たな熱で満たされるのを感じた。

　

　──美織はベッドの縁に腰掛けながら、今日買ってもらったばかりのハイヒールに足を入れた。

　和人は枕を抱き締めて瞼を閉じている。毎日第一線で働き、銀行を支えているのだ。疲れていて当然だろう。

　午後十一時五十分。そろそろ魔法が解ける時間だった。

「おやすみなさい。……また次の土曜日に」

　ノブに手を掛けドアを開けようとしたその時、「……杏」と名前を呼ばれたのでぎょっとして振り返る。

　和人はベッドに身を横たえ、美織に目を向けぬまま、「……よかった」と呟いた。

「次の土曜日も会ってくれる気はあるんだな」

　熱く切なげな声は美織にすらわかる、熱烈に恋をする男のものだった。

「本当の名前も、連絡先も何も聞かない。……都合が悪いのならそれでいい。だから、黙って消えるような真似だけはやめてくれ」

「和人……」

「頼む……」

　外見も氏素性も関係すら偽りのものなのだ。なのに、これ以上嘘を重ねるのかと胸が痛んだが、「ええ、もちろんよ」と微笑んで答えるしかなかった。

「だって、あなたとの夜ってすごく素敵だもの。……お試し期間で飽きない限りはね」

　上手に演技ができた自分が悲しかった。







第三章「お伽噺の終わり」








　──和人は注文したカクテルを一口飲んだ。

　ザ・ムーンのカクテルには外れがないが、近頃はなんとなくジン・フィズを頼むことが多い。

　ジン・フィズはジンにソーダを加えた爽やかな風味で、バーテンダーの腕前を試すカクテルなのだとか。なんでも、マティーニ、ギムレット、ジントニックに使われるすべての技法が、この一杯に詰まっているからなのだという。

　ちなみに、カクテル言葉は「あるがままに」だ。

　複雑な気持ちで沈んだレモンの見える水面に目を落とす。

「あるがまま、か……」

　和人はあるがままでいたいとは望まない。社会で生き抜かねばならない以上、その場その場に応じた役を演じなければならない。それが社会人以前に人間というものだ。

　だが、杏には演技を望まなかった。唯一、あるがままの姿を見たいと思った人だった。

（杏……一体君は何を隠しているんだ？）

　和人も名前と勤め先が銀行である以外は、ほとんど個人情報を杏に明かしていない。

　もう二度も寝て互いの体の隅々までを知ったのにだ。そして、お試し期間もあっという間に半ばを過ぎている。

　というよりは、ちゃんと自己紹介をして、連絡先を交換しようとしたのに、「気が向いたらそのうち私も教えるから」、と杏に拒まれてしまったのだ。

　では、気が向かなければどうなるのだと問い質したかったが、振られたらと思うとそんな勇気も出ずに条件を呑むしかなかった。

　一見、セックスフレンドや都合のいい関係を求める女でしかない。

　だが、杏には遊び人だと断じ切れないところがいくつもあった。

　常識で推し量るべきではないと言えばそれまでだが、やはりバージンをバーで出会った男に捧げるなど、有り得ないように思えてならなかった。

　また、時折チラリと見せる不器用さ。放っておけないと思われる頼りなさは、ミステリアスで妖艶な美女にそぐわない。

（だから惹かれているのかもしれないが……）

　服だけではなく、心も暴き立てたくなるのが男の性なのだろうと、無理矢理自分を納得させようとしたが、やはりどうにもスッキリしない。

　あと一歩で何かを掴めそうなのだが、その何かが自分でもわからなかった。一部上場企業と契約を取り付ける方が、ゴールがはっきりしている分まだましだとすら感じる。

　悶々とする間にジン・フィズのグラスが空になった。

　杏と知り合うきっかけとなった、バーテンダーに声を掛ける。

「もう一杯頼むよ。ちょっと甘いもので」

「では、オリンピックはいかがでしょう？」

　オリンピックはオレンジリキュールとジュース、ジンのカクテルで、アルコールも高くはなく、甘めで癖もそれほどない。いつもなら物足りないのだが、今夜は杏の唇の甘さを味わえない分、彼女を思いながらグラスを傾けたかった。

（杏もこういう味が好きだよな）

　通好みのカクテルも飲み慣れていそうだったが、基本的には彼女の名前を連想させる、ジュースやフルーツ系リキュールを好む気がした。

「お待たせいたしました」

　思いを巡らす間にオリンピックを作るだけの時間は過ぎていたらしい。

　礼を言ってグラスを手に取ると、バーテンダーが「今日はお一人なんですね」と微笑んだ。

「ああ。今日は約束の日じゃないから」

「彼女、確か、杏さんでしたっけ？　常連客にすごく人気のある女性だったんですよ。どうやって口説かれたんですか？」

「いや……」

　確かに口説きはしたが、中学生に退行したのかと疑うほど、愚直な告白だったと思う。杏に対してだけはスマートな口説き文句が出てこない。いっそみっともないほど愛を求めてしまうのに、嫌われるのが恐ろしく強引に出ることもできない。

（俺はどうかしている）

　今まで声など掛けなくとも女は寄ってきたし、誘うのにも労力を要したことはないのに、一人の女に振り回される自分が理解できなかった。

　ひとまず「その辺は企業秘密ということで」と笑う。

「杏さんって綺麗なだけではなく、なんだか可愛いところがあるでしょう。そこがいいって言う方結構いらっしゃいまして。実は私もその一人だったんですが」

「……」

　確かに、杏にはどこか初心な可愛らしさがある。だが、他の男もその魅力に気付いていたのが気に入らなかった。

　不愉快さを押し殺して余裕ある男を装う。

「へえ、どんなところが可愛いと思いましたか？」

「杏さんって時々方言を使うことがあるでしょう？　ええっと……どこだったかな。そう、多分、宮城の仙台辺りだと思うんですけど」

　思わず目を瞬かせる。

「……仙台？」

「はい。ザ・ムーンのオーナーが仙台出身で、よく同郷のお友だちがお客様としてがいらっしゃるんですよ。それで、僕もなんとなく仙台弁をいくつか覚えてまして」

　杏がザ・ムーンに初めて来た夜、彼女はスツールの高さが合わなかったのか、「いづい、いづい」と呟いていたのだという。

「いづいって確か居心地が悪いとか、フィットしないとか、そんな意味だったような……。あんな美女が方言を使うのがなんとも可愛らしくて」

「ああ、なんとなくわかります」

「ツンと気取った女性よりずっといいですよ」

（仙台……）

　ふと、部下の井上美織も仙台出身だったと思い出す。

　同じくオフィスの椅子の高さが合わず、「いづい」とぼやいていたのを、可愛いなと微笑ましく見守っていたことを思い出した。

（……？　どうして井上さんを思い出すんだ）

　全国から人の集まる東京なら、仙台出身などいくらでもいる。なのに、なぜ真っ先に美織が脳裏に浮かんだのかがわからなかった。

　

　──明日の夜はようやく杏に会えるのかと思うと、一分、一秒ですら長く感じる。

　今日は珍しく大口の顧客との約束もないので、出先からの直帰もなく午後七時には退社できそうだった。

　ふと、明日も杏に何か贈ろうと思い付く。喜んだ顔を見たかったのだ。

　以前ハプニングがあって靴をプレゼントしたところ、杏は初めかたくなに金を払うと言って聞かず、代わりに情熱的な一夜を対価として受け取ることになった。

　恐らく、杏は形に残る物が嫌なのだろうと推測する。とはいえ、夜八時以降は夕食に誘うのも微妙な時間帯だった。

　何がいいかと迷いつつオフィスに足を踏み入れると、すでに事務の定時は過ぎているのに、部下の美織が目にも留まらぬ速さでキーボードを叩いているのが目に入った。一心不乱なので声を掛けるのも躊躇ったほどだ。

　とはいえ、残業は極力減らすようにと上部から指示されている。正式な残業届けが出されてない以上、上司として見逃すわけにはいかなかった。

「井上さん、残業かい？」

　美織は仕事の手際がよく、残業になることはほとんどない。恐らく事務員では一番仕事ができる。ということは、恐らく誰かを手伝ってのことだろう。

「はい。斉さい藤とうさんが早退されてしまって。明日は土曜日で私も休みなので、今夜までに入力しなければならなくて……」

　美織は振り向かず和人にも気づいていないようだ。

「なんだ、そうだったのか。だけど、そんなに急ぐこともないだろう」

「そういうわけにはいきません」

　美織はやはり手を止めずに唸った。

「中なか村むらさんが明日は出勤するシフトじゃないんです。だから、是が非でも今夜中にカウンターに行かなきゃ」

「中村さんって誰だい？」

「アンナマリーの美容部員さんです。すごくお世話になっている方で……」

　美容部員とは恐らくあの化粧品売り場にいる、華やかな販売員を意味するのだろう。

「化粧品を買うのかい？　……誰かに会うために？」

　口にした途端しまったとはっとした。コンプライアンスの徹底が叫ばれている昨今、部下のプライバシーを詮索するのはセクハラに該当する言動だったからだ。

　訴えられるほどではないが、下らないスキャンダルで足を引っ張られたくはないし、何より美織に所詮この程度の上司なのかと軽蔑されたくはなかった。常に注意を払っていたはずだったのに、なぜと戸惑う間に美織が顔を上げた。

「はい。私メイクなしじゃあの人に合わせる顔がなくて……って、か、課長!?」

　美織はどうやら自動的に応答していたようで、相手が和人だとは認識していなかったらしい。可哀想になるほど動揺している。

「もっ、申し訳ございません！　私、データ入力に夢中で……」

「ああ、それは聞いた。斉藤さんの早退の理由は？」

「はい。実家のお祖母様が倒れられたそうなんです」

　家族が倒れたとは三大言い訳のうちの一つだ。特に斉藤は常習犯であり、以前も似たような理由で早退した。だが、美織は斉藤を疑っていないと言い切った。

「あれは嘘でできる顔ではないと思います。それに、代わりにやるって言い出したのは私の方なんです」

　美織は以前和人に助けられた際、自分も誰を困っている人を見かけたら、必ず手を貸そうと誓っていたのだという。

「私ももう二年目で新人ではないんですから、自分の仕事をやっているだけではいけませんよね」

　わずかな期間での美織の社会人としての成長に驚く。

「そうだったのか。なら、残業届は僕が出しておこう」

「えっ、悪いですよ」

「これも上司の仕事だよ」

「……ありがとうございます」

　照れ臭そうな美織の笑顔を、こんな風に笑う子だったのかと、なぜか目が離せなくなり見つめてしまう。

（……そうだ。井上さんの笑い方は杏に似ている）

　それも、杏が時折見せる少女のようにはにかむ笑い方だ。

　和人はいいや、それも違うと愕然としてその場に立ち尽くした。

（……井上さんが杏に似ているんじゃない。杏が井上さんに似ているんだ）

　初めて美織を認識した時のことを思い出す。

　美織が同僚から仕事を押し付けられているのを知り、本人が無理なら自分がと対処した時のことだった。とはいえ、根拠もなく動けないので、一ヶ月ほど美織の様子を観察していたのだ。

　意外だったのがおとなしく頼りなさそうな美織が、実は誰よりも仕事熱心で、努力を惜しまないところだった。印象で判断してはいけない反省するのと同時に、この子は伸びると確信したのを覚えている。

　仕事の手際を褒めると、「……ありがとうございます」と、はにかんで答えるのが可愛かった。次第にその笑顔が見たくて、よく褒めるようになったのだ。美織も褒め言葉の回数に比例して、仕事が上達していった。

（……そうだ。だから、俺は杏に一目で惹かれたのか）

　恋というには密やか過ぎたので、自分ですら気付いていなかった。

　部下に懸想など冗談ではない。美織にその気がなければセクハラだと騒がれ、スキャンダルに利用されるかもしれないと、そうした無意識の保身も自覚しなかった理由だったのかもしれない。メガバンクでの出世レースはそれほど熾烈で、いくつも罠が仕掛けられている。

　だが、部下ではない、ただの女である杏なら、なんの躊躇いもなく恋に落ちることができた。

　杏は美織を思わせるだけではない。捉えどころのない女で、謎めいたところにも夢中になった。美織と杏、二人の顔が脳裏でぐるぐる回り混乱する。

（杏……）

　美織が「課長？」と首を傾げている。

「どうしました？」

「あ、ああ、いや、なんでもないよ。残業届は出しておく。ただ、一時間は越えないように」

「はい、かしこまりました」

「じゃあ、頑張りなさい」

　自分のデスクに向かい腰を下ろす。

　美織は残業を早く終わらせたいのは、化粧品を買うためだと言っていた。「あの人」とは彼女の恋人か、想いを寄せる男を意味するのだろう。

　嫉妬の炎がじくじくと心を焦がすのを感じる。

（……一体、どこの誰なんだ？）

　だが、美織の恋に口を出す権利はないとも知っていたので、みずからの発する熱にただ耐えるしかない。

（クソッ……。俺はどうなっているんだ）

　いくら似ているところがあるとはいえ、二人は外見も性格もまったく違う、別の女なのだ。なのに、どちらにも同じくらい惹かれていることに気づいてしまった。

　三十一年の人生でそれなりに女性と付き合ってきたが、始まりも終わりも双方納得がいくように話をつけ、自慢にもならないが二股を掛けたことはない。一途だからではなくその方が後腐れがなかったからだ。

（……頭を冷やさなければ）

　一度杏から距離を取って自分の心を見つめ直さなければならないと思った。
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　──今夜は胸の谷間のくっきりと見える、カシュクールタイプのワンピースを選んだ。

　深い海を思わせるロイヤルブルーで、アクセサリーは淡水真珠のロングネックレスだ。

　一週間ぶりにザ・ムーンで再会した和人は、カウンター席から美織を見上げ優しく目を細めた。

「今夜はシンデレラじゃなく人魚姫かい？」

「あら、じゃあ、私は最後に海の泡になっちゃうの？」

「王子と結ばれればハッピーエンドだろう」

　隣に腰掛けまずはカクテルと会話を楽しむ。

　だが、すぐにいつもと和人の様子が違うのに気付いた。わずかな変化だったが、好きだからこそ見逃さなかった。

　美織と目が合うとさり気なく逸らす。何か後ろめたいことがあるかのように。

（……ああ、やっぱりそうか）

　美織は膝の上の拳を握り締めた。

（課長は私に飽きたんだ。だけど、そんなこと言いにくいから……）

　飽きられた方が後腐れなくお試し期間を終えられるのだが、束の間でも身も心も愛されてしまうと、もっと先に遅らせたくなる。恋とはなんと理不尽な感情なのだろうと悲しくなった。

（せめて、最後まで一緒に過ごしたい）

　いずれにせよ次週の土曜日で約束の一ヶ月も終わる。なら、少しでも多くの思い出がほしかった。

　猫のように体を擦り寄せて甘える。

「ねえ、和人、今夜はあなたの部屋に行きたいわ」

「俺の部屋に？」

「そう。だって、きっとあなたの香りで一杯でしょう？　そんな中で過ごせるなんて素敵だわ」

　和人がすでに冷めているのなら、素性の知れない女を自宅に入れるなど有り得ない。もっともな理由で断るはずだった。

　ところが、思い掛けないことに、和人は「いいよ」と頷いた。

「散らかっているけれど、それでも構わないなら」

　まさか、承諾されるとは思わなかったので、美織は戸惑いどう反応すればいいのかわからなかった。

　和人はようやく美織と目を合わせると、テーブルの上の右手にみずからのそれを重ねた。

「じゃあ、行こうか。そんなに遠くないから」

「え、ええ……」

　

　──通り掛かりのタクシーに乗り込み二十分。

　和人の暮らすマンションは本店最寄り駅の隣駅の近くにあった。しかも、シンプルながらも洗練された現代的な建築である。まだ築五年も経っていないだろう。

　本店近くの立地を選んだのは、通勤に時間を掛けたくはないのと、いつでも飛んでいけるようにするためだろう。合理性を好む和人らしかった。

「さあ、入って」

　ドアが開けられ中へ導かれる。

（ここが課長の暮らしている部屋……）

　２ＬＤＫの部屋はリビングダイニングと寝室、もう一間は自宅での仕事に使っているのだろうか。少なくともリビングダイニングも寝室も、散らかっているどころか整然と整理され、ダークブラウンの床には塵一つ落ちていなかった。

「綺麗にしているじゃない」

「モノがないだけだよ」

　確かに、最低限の家具と家電以外何もない。が、ベッドだけは一人暮らしの男性にしては随分と広いものだった。

　美織はベッドに腰掛け足を組むと、笑みを含んだ目で和人を見上げた。

「アメリカンサイズ？　それとも誰かと一緒に眠るため？」

「単純に寝心地の問題さ。だけど、正解だったよ」

　和人は眼鏡を外すと美織の腰に手を回した。

「和人……」

　名前を呼ぶとそれが合図となり、互いに唇を激しく貪り合う。

「んっ……」

　激しいキスに息苦しさを覚える。舌で口内の奥は入り込まれ、吐息を奪われ思わず和人の二の腕を掴んだ。

　和人の眼差しと美織のそれが、睫毛の触れ合う距離でぶつかる。すると、和人はまたもや美織から苦しげに目を逸らした。

「……済まない」

　髪を掻き上げ溜め息を吐く。下がった肩には女を抱く勢いがなかった。

「和人、どうしたの？」

　やはり自分に飽きたのかと悲しくなる。

「体調が悪いの？　それとも私、何かした？」

「……君は何も悪くはない。ただ、ちょっと気になることが……」

　和人は別れの際の定番とも呼べる台詞を吐いた。

「君が好きだ。……好きだ。だけど……」

　続きが行き場をなくしたように消え入る。

　美織は沈黙に耐え切れずに口を開いた。

「……だけど、何？」

　和人は黙り込んだままだ。

「実は他に好きな人ができたとか？　……そんなの私は構わないわ。よくある話でしょう？」

　和人の腕を思い切り引き、広く厚い胸に顔を埋める。

「……杏!?」

「そんなの気にしないで楽しめばいいのよ。男は心と体は別々って言うじゃない。ねえ、私の体が気に入っているんでしょ？　私がいいって言っているんだから、あなたは好きなだけ抱けばいいのよ」

　──嘘だった。

　自分以外の女を一瞥ですらしてほしくなかったが、愛を乞う権利など正体を偽る美織にはない。なら、せめて体を手に入れたかった。

「違うんだ。そうじゃない。杏……俺は」

　和人の言葉を唇で塞ぐ。ワイシャツのボタンを外し、中に手を滑り込ませた。

「杏！」

「……私に恥を掻かせないで。それに、このゲームを仕掛けたのはあなたよ。ちゃんと最後まで勝負して」

　下唇を軽く食み唇で胸元を辿る。ボディソープの残り香なのだろうか。ハーブとミントの混じった清潔感のある香りがした。

　胸元は和人の弱点だったのだろうか。涼しげな切れ長の目が苦しげに歪められた。

「そう、あなたのそんな顔を見たかったの」

　和人は美織を見下ろし、「……どうして」と呻いた。

「君は、なぜそんなに辛そうなんだ」

「クソッ」と吐き捨てて美織の肩を掴んで揺さぶる。

「何を言っているの？　私は辛くなんてない」

「なら、どうして泣いている」

　指摘されて初めて気が付いた。頬にいくつも涙が流れ落ちている。

　和人は唇ですべてその滴を吸い取ると、美織のワンピースのファスナーを一気に下ろした。

「そう……和人、それでいいのよ」

　やはり、和人は心変わりをしたのだろうと胸が痛くなる。

（それでも、いい）

　それでも和人に抱かれたかった。

　ロングネックレスを残し、すべてを剥ぎ取られる。立ったまま壁に手をつく姿勢にされ、胸が切り裂かれたように痛んだ。

（……もう私の顔も見たくはないってこと？）

　凝った悲しみが涙となって頬に流れ落ちる。なのに、腹の奥は期待に熱を持った。

　背後から尖り始めた花芽に触れられ、「んっ」と身を捩らせてしまう。和人の指先は離れてはまた触れ、その度にどんどん下半身の熱が高まり、両足が小刻みに震え出した。やがて、その指が徐々に、徐々に足の間に埋め込まれていく。

「あっ……。んっ……」

　わずかに間唇の間から喘ぎ声が漏れ出る。同時に、侵入されつつある隘路が和人の締め付け、より深くに加え込もうとする。

「か……ずと……ね、もっと、して……」

　快感によって分泌された蜜で潤い、和人の指が出し入れされるごとに、ぐちゅぐちゅと淫らな音を立てる。更にもう一本の指で花弁を擦られ、電流のように繰り返し走る快感が二倍になった。

「あっ……あっ……ん……あ！」

　体の中の蜜と熱を和人に掻き回され、腰をくねらせて喘ぎ声を上げる。

　時折敏感な箇所を指先で押され、摘ままれると腹の奥がずくりとした。脳裏が一瞬白く染まり視界に火花が散る。

「……っ」

　手から力が抜け落ちてしまい、フロアにくずおれそうになる。

　なのに、和人はまだ美織の蜜口から手を離さない。指先で隘路を抉られるとまたびくりと背筋が引き攣った。続いて、花弁を擦られて捻じられ、熱い息とともに体の奥から蜜が溢れ出る。

　目の端に涙が滲んだ。和人がトラウザースのファスナーを下ろす音と、袋を開けるような音がしたが、ろくにものを考えられずに声もなく泣くしかない。

　数分間の空白ののち、今度は猛る分身を押し込まれ、背後から内臓を押し上げられる圧迫感と、愛する男に征服される喜びに涙が吹き飛ばされる。

（……課長以外、もう何も感じなくなってしまえばいい）

　そのためには人の女ではなく、獣の雌になってしまえと、淫らに腰を揺らし「もっと」と強請った。

「ねえ、もっと激しく、無茶苦茶にしてよ」

　ぐっと腰を掴まれ更に奥深くにまで押し入られる。

「あっ……和人っ……いいっ……あんっ」

　腰と腰がぶつかり合うのと同じリズムで、ロングネックレスと白い乳房が淫らに揺れる。

「あぅ……んんっ」

　続いて不意に首に手を回され、力なく開いた唇の狭間に指を入れられたかと思うと、口内を掻き回され舌を弄られた。口を閉ざして快感を堪えることができなくなり、喘ぎ声が唾液とともに漏れ出る。和人の指先もぬらぬら濡れていた。

「あ……ん。はっ……はぁ……はっ……あっ」

　奥を容赦なく一撃されるごとに、二度と逃すまいとするかのように、隘路がきゅうと和人の分身を締め付ける。膝は小刻みに震えており、和人の左腕に支えられていなければ、頽れてしまうに違いなかった。

「あ、ああ、和人……。和人ぉ……」

「そんな声を出さないでくれ……」

　激しい交わりの最中でも、今日の和人は我を忘れてはいないようで、声は絞り出すかのように苦しげだった。

　美織の腰に回された左腕が引き抜かれ、今度はぐっと美織の左の乳房を握り潰す。爪先がきめ細かく滑らかな肌に食い込んだ。

「あっ……」

　軽い痛みに喘ぐ間に、次いで右の乳房も鷲掴みにされる。

　和人の大きな手と長い指でも、美織の柔らかな二つの肉の塊を、覆い尽くすことはできなかった。

「んっ……」

　ピンと立ち、薄紅色に染まった右の頂を捏ね回され、首筋に軽い電流にも似た痺れが走る。更にぐっと屹立を押し込まれると、コリッとした感触とともに、液体と化した熱がどっと零れ落ち、股の狭間を伝って絨毯にシミを作った。

「あっ……そんな……奥に……だ……めぇ……」

　壁にやっとの思いで縋り付き、首をいやいやと横に小さく振る。なのに、ずるりと猛りを引き抜かれると、ぽっかり開いた隘路が冷たく、寂しいとすら感じてしまった。

「か、和人……」

　今一度の交わりを強請ろうと振り返り掛けたのだが、その前に雄だけの持つ肉塊ではない、夜気に冷えた何かが臀部に触れるのを感じ、肌がざわりと粟立つ。和人の髪なのだと気付いた時には、熱い舌が美織の隘路から漏れ出る蜜を啜っていた。

「あっ……そんなっ……だ、だめ……。だって……」

　汚いと訴えようとしたのだが、和人は止めるどころか、美織の蜜と潮の入り交じった愛液を味わっている。じゅるじゅると音を立てられると、死んでしまいそうなほど恥ずかしいのに、隘路は刺激に反応して収縮し、大量の愛液を更に分泌した。

「あっ……待って……あぁ……んっ」

　零れ落ちる前にすべて吸い上げられ、そのびに体が痙攣し視界が揺らぐ。

「んん……んっ……あっ……んんっ」

　和人の舌使いは巧みで、美織の新たな官能を引き出し、身も心も酩酊させるだが、やはり雄の猛りには叶わなかった。

「か、和人……」

　再び名前を呼ばれたのが合図であるかのように、小刻みに震える美織の二の腕を力任せに引き寄せ、熱い肉塊をぬかるんだ蜜口にあてがう。

「あっ……」

　舌とのかたさの違いにぎょっとし、「待って」と哀願しようとした次の瞬間、隘路を一気に貫かれて目を見開いた。

「あっ……」

　あられもなく開いた唇の端から唾液が足元に零れ落ちる。更に奥をこじ開けられそうになると、体がビクビクと痙攣し、むせぶような吐息が漏れた。

「あぁ……和人ぉ……」

　胸の谷間を汗が伝っていく。

　やがて、低い呻き声がしたかと思うと、和人は美織を背後から抱き締め、頬に手を当て振り向かせた。

「んっ……」

　唇を奪われたが瞼は閉じなかった。これが最後の夜だと思うと、和人が杏だけに見せる表情を、目に焼き付けておきたかったのだ。

「杏……」

　また涙が込み上げてくる。

　一方、和人の表情はまだ苦しげだった。

「……もう、キスは止めて。メイクが取れちゃう。苦くない？」

　苦笑し、そっと手を伸ばして乱れた前髪を直す。

「……」

　和人の眉が怒りなのか、悲しみなのか、美織の窺い知れない激情に歪む。

　あっと思った次の瞬間には、軽々と横抱きにされ、ベッドに放り投げられていた。

「か、和人……」

　すかさず伸し掛かられまた口付けられる。はみ出た舌を軽く囓られ、つい「ひゃっ」と声を上げてしまった。

「和人、だからキスは……」

　だが、和人は口付けを止めない。美織の目元に、唇に、頬にキスの雨を降らせた。それも、優しく、甘く、まるで愛されているように──

「……お願い。やめて」

　和人との口付けが辛くなる日が来るとは思わなかった。これが恋する男を騙した罰なのだと思い知る。和人の黒い瞳を見るのが辛くなってきた。

　美織の気持ちを感じ取ったのか、あるいは顔を合わせて興ざめしたのか、和人は「……そうだな。止めよう」と呟き、腕の中で美織の体を反転させた。ぬらぬら光る蜜口に中指を滑り込ませる。

「あんっ……」

　愛液を掻き出される感覚に、美織の隘路がきゅっと締まる。和人と体を重ねた数はそう多くはないのに、すっかり躾けられてしまっていた。

　ずるりと指が引き抜かれ、再び雄の欲望が押し当てられるのと同時に、背に広く厚い胸が密着する。間髪を容れずにぐっと肉塊を押し込まれ、思わずシーツを両手で掴んで悲鳴に近い喘ぎ声を上げた。

「ああっ……」

　腰を掴んで引き寄せられると、自然とベッドに両肘を突き、獣の交わりのような格好になる。その姿勢のまま猛りを突き入れられ、引き抜かれを繰り返す間に、次第に自分も杏でも美織でもなく、一匹の獣の雌と化していった。

（これで、いいの。私は、課長の肉人形。性欲処理の、道具であればいいの）

「あんっ……ひゃっ……んぁっ」

　乳房が前後に揺れ、シーツの上に汗が飛び散る。

「あっ……あぁ、そうよ。これでいい……これがいいの……。和人、もっと激しくして」

　口では淫乱な女を装いながら、心の中では愛の言葉を囁く。

（課長……好き……大好きです……）

　和人は一体何を思っているのか、それとも行為に熱中しているのかはわからなかったが、美織の望み通り、がむしゃらにその体を貪った。

　不意に腹に手を回され、繋がったまま抱き起こされる。

「あっ……」

　ベッドに膝立ちになったまま突き上げられ、更に淫らに揺れる両の乳房を揉まれた。

「ん……んっ」

　絶えず流した汗のせいで前髪が額に張り付いている。もうメイクが落ちるなどと心配する余裕もなかった。

　やがて、和人にも限界が来たのだろう。低い呻き声と熱い吐息が耳元を擽る。そのままベッドに重なり合ったまま倒れ込んだ。

（このまま二人でシーツの海に沈んでしまえばいいのに……）

　だが、その願いが叶わないことは、他ならぬ美織自身がよく知っていた。

　

　──午後十一時五十分。

　美織は身なりを整え、最後に腕時計を着けると、時刻を確かめ寝室のドアを開けた。

　和人は眠っていないはずだが、美織に背を向けたまま声を掛けようとはしない。

（……好きな人にやましさがあるから？）

　なら、男性にしては随分と潔癖な性格だと苦笑する。据え膳をいただいたくらいに捉えればいいのにと思ったが、そんな男であれば好きになることもなかったとも知っていた。

「じゃあ、さようなら」

　また土曜日にとは付け加えなかった。きっとこれが最後なのだと理解していたからだ。

　部屋を出てまっすぐにエレベーターへ向かう。

（……いい思い出ならできたじゃない）

　きっと一生忘れられない思い出だ。

　エレベーターが一階に到着する。マンションの玄関を潜ってタクシーを探していたのだが、少々寒いからか思わず自分自身を抱き締めた。

　つい先ほどまで和人の体温を感じていたのにと思うと、また涙がいくつも頬を零れ落ちていった。

（私の嘘もみんな流れ落ちてしまればいいのに）

　美容部員に勧められた崩れにくいファンデーションが今は恨めしかった。
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　──和人と別れてあっという間に一ヶ月が過ぎた。

　もう技術を駆使したメイクはしていないし、ザ・ムーンにも行っていない。二度と杏になるつもりはなかった。

（魔法はいつか解けるもの。……それがちょっと早くなっただけよ）

　美織は定時となったのを確認すると、パソコンの電源を落とし、デスクの和人に声を掛けた。

「課長、私帰りますね」

「その……井上さん」

「はい、なんでしょう」

　呼び止められ首を傾げる。

　和人は気まずそうに美織を眺めていたが、やがて「いいや、野暮用だ」と苦笑した。

「お疲れ様。また明日」

「は、はい。また明日……」

　和人はいつもと変わらない働きぶりだ。

　パソコンの画面を眺める横顔を見ると、また胸がズキリと痛んだが、美織は唇を噛み締めて、「……大丈夫」と呟いた。身を翻し一人オフィスを出る。

　今はまだ和人と顔を合わせると辛いが、いずれそれも慣れると言い聞かせる。

（でも、本当に……？）

　美織は廊下で立ち止まり、窓の外に見える夜の景色を眺めた。

（本当にいつか思い出になるの……？）

　痛みを耐えながらも本店を出て最寄り駅を目指す。

　十二月となったからか、駅ビルはクリスマス一色だった。

　自動ドア前には巨大なクリスマスツリーが立てられ、カップルや若い女性、学生らが黄色い声を上げて写真を撮影している。

　仙台の実家から電話が掛かってきたのは、ちょうどそのクリスマスツリーに見惚れていた時のことだった。

　取るまで繰り返し何度も掛かってくるので、溜め息を吐きつつもスライドバーで通話モードにする。

「はい、もしもし？」

『美織？　ああ、よかった。繋がったわ』

　織江のほっとした声が聞こえた。

「あれ？　お母さん？　どうしたの？」

　織江からの電話は珍しかった。父・正博の方針でスマホを持っていない上に、本人は人付き合いが苦手で口下手なので、娘の美織にすら掛けてくることはほとんどなかったからだ。

『美織、ねえ、あなた、年末年始は帰って来るんでしょう』

「まだわからなくて……」

　父の正博と顔を合わせたくはないので、理由を付けて帰らないつもりだった。

『あのね、一日でいいから帰ってきてほしいのよ。いいお話があってこっちで一度会ってもらいたくて……』

　いいお話とは縁談だ。上京してからも父から見合いをしろ、見合いをしろとしつこく連絡があった。

「今日はどうしてお母さんなの？　お父さんは？　元気なのよね？」

『……ええ、あの人は元気よ』

　ただ、正博は美織が上京して以来常に不機嫌で、たびたび織江に「お前の躾けが悪かったからだ」、と八つ当たりをするのだという。

『またいつ怒られるかって怖くて……』

　つまり、正博は織江を人質に取り、今回電話を掛けさせたのだ。美織が要求に応じなければ、織江を虐めるという脅迫なのだろう。

（お父さん……）

　悔しさにスマホを握り締める。

　正博は極端な男尊女卑思想で、妻の織江を奴隷のように考えているところがある。織江もまた体が弱く働けないからか、そんな夫に逆らえずにいるのがもどかしかった。

「わかったわ。本当に年末年始だけになるけれども、いい？」

『ええ、ええ、もちろんよ』

　軽く打ち合わせをして電話を切り、再びクリスマスツリーを見上げる。

（お見合いか……）

　和人と別れて以来、恋愛など考えられなかったが、思い切るにはいいきっかけなのかも知れないと気を取り直す。

（お父さんが勧めているからって、似たような人だとは限らないわけだし）

　もうめくるめく一時などいらない。穏やかな暮らしが営めそうな男性であれば、結婚も選択肢の一つかも知れないと気を取り直した。

　

　──美織の実家の井上家は仙台の郊外にある元名家だ。

　元とつくのは戦後農地改革で没落してしまい、今残されたものはだだっ広く古い日本家屋だけだからだ。

　父の正博の歪んだプライドの高さは、名家の血筋であるという誇りと、もう誰にも見向きもされない劣等感の複合体なのだろうと思われた。

　今回見合いをすることになった男性は、なんでもその井上家の遠縁の男性なのだとか。わずかに血の繋がりはあるものの、それぞれの実家の現状には天と地ほどの差があった。

「まあまあ、まさか、義よし治はるさんがお見合いする気になるなんて思わなかったわ！」

　地元のホテルのラウンジに甲高い声が響き渡る。

　美織の隣の仲人が上機嫌で手を上下に振った。

「井上さん、こんなにいいお話は二度とありませんよ」

　義治とはテーブルを挟んで美織の向かい席にいる、四十代前半ほどの男性だった。中肉中背のごく普通の男性に見える。名前を坂さか上がみ義治といい、美織の見合い相手であり、現在の町の名士の息子だった。

　坂上家は井上家とは対照的に、戦後地元密着型のドラッグストアの経営で発展し、現在では関東、関西にも勢力を伸ばしつつある。

　義治は関東の店舗を統括する、本部部長の役職にいるのだとか。四十四歳になるまで結婚の意志がなく、父親をやきもきさせていたのだが、美織の見合い写真を目にするなり、「この子ならいい」とその気になったのだという。

　義治は美織をジロジロと眺めていた。品定めをされているようで少々嫌な気分になる。

（……実際の私に会って、がっかりしているかもしれないな）

　美織の見合い写真は二年前の、大学の卒業式で撮ったものだ。同級生らと同じく着物に袴姿で、派手目のメイクを施してもらっていた。美容師が年配だったせいか、少々時代遅れでもあったので、その時点ではメイクに目覚めなかったのだが──

　今回は卒業式でもなく、男を騙すのでもなく、仲人を立てた見合いなので、メイクは銀行と同じく控えめにしている。シンプルな紺色のワンピースで、華やかさよりも品のよさを意識したつもりだったが、地味であるのには変わりない。

（この分だと断られそう。だけど、仕方がないか）

　仲人二人が一通りの挨拶と互いの紹介を終え、「それじゃ、あとはお二人でどうぞ」と席を離れる。

　ラウンジから二人の姿が消えるが早いか、「いやあ、気に入ったよ」といきなり評されたので驚いた。

「あ、ありがとう、ございます……」

「美織ちゃんって言っていたっけ？　写真じゃ遊んでそうに見えたけど、実際は結構おとなしそうだよねえ。よかった、よかった。銀行で働いているってところもいい。窓口業務ってやつ？」

「いいえ、営業の広報支援なので、一般の会社員とそう変わりはしないかと……」

　いくら二十歳の年の差があるとは言え、ため口どころか見下すような口調にさすがに引いた。

　義治はお構いなしで話を続ける。

「まあ、こんなところで話をするのもなんだから、ちょっと外出ない？　俺、車乗ってきたからさ」

　すでに断りたい思いで一杯だったのだが、父が関わる見合いである以上、失礼な態度は取れない。「ええ、そうですね」と頷き席を立った。

　ホテルの自動ドアを潜った途端、肩に手を回されてぎょっとする。

　義治は身を強張らせる美織を「可愛いねえ」と笑った。

「あ、やっぱり男慣れしていないんだ？　東京にいるのに遊んだりはしなかったの？」

「東京は物価が高いので、遊ぶような余裕はないので……」

「まあ、どうせ一般職だもんな。そんなに給料は高くはないか。でもまあ、女はそれくらいでいいんだよ」

　美織の仕事は確かに出世の見込みは薄く、女性の割合が多いものの一般職ではなく、それなりのスキルを求められる。なのに、「どうせ」とまで言われ、嫌な気分にならないわけがなかった。

　義治の車は国産の高級車で、車内ではずっと車自慢をしていた。

「いい乗り心地だろ？　注文して納車までに一年近くかかったんだよね。こんな車初めてだろ？」

「ええ、そうですね」

　美織は不安に駆られ窓の外にちらりと目を向ける。

（一体どこへ行くの……？）

　義治は昼食を取ろうと誘ってきたが、「店は俺に任せて」と言われただけで、どこへ行くのかまでは聞いていなかった。

　車は仙台の中心街を抜け、国道を駆け抜けていく。そろそろ不安になったところで、別のホテルの駐車場に停まったのでほっとした。

「このホテルのお店なんですか？」

「うん、そう」

　連れて行かれたレストランは、少々高そうな日本料理店で、初めて会った見合い相手との昼食には高いのではないかと思われた。

（でも、坂下さんにはこれくらい当然なのかもしれないし……）

　戸惑いつつも義治に促され足を踏み入れる。

　義治が「坂下だけど」と一言告げると、すぐに最奥の個室へ案内された。

「あ、あの、予約を取られていたんですか？」

　義治の気合いの入れようが少々怖い。

「あっ、もしかして、こういうところ慣れていない？　仕方がないなあ」

「……」

　まだ見合いの席で一時間、車内で三十分ほど話しただけなのだが、絶望的な話の通じなさだった。

　なのに、義治は気分を害した風もない。つまり、これがいつもの調子なのだろう。

　個室は畳敷きで床の間に掛け軸が掛けてあり、座椅子を挟んで座椅子が二脚据えられていた。

　窓がなく障子も閉められているので、不安になり辺りを見回す。

「高そうなお部屋ですね。こんなところは初めてで……」

「あっ、やっぱりそうなんだ。美織ちゃんって教え甲斐があるね。これからが楽しみだよ」

　ニヤニヤしながら言われ背筋がぞっとする。トイレを口実に席を立とうとしたのだが、その前に和服姿の店員が障子を開けた。

「失礼いたします。お飲み物は何にいたしますか」

「あ、俺、冷酒で」

「えっ……」

　車の運転をしているのにとぎょっとしたが、義治は「いいから、いいから」と言うばかりだった。

「今日はもう運転する必要なんてないから」

（代行を頼んでいるのかしら？）

　なら、法律的に問題ないとはいえ、すでに義治の評価は地に落ちていた。

　力関係は確かに坂下家が上なのだろう。とはいえ、見合いの席で酒を飲むなど有り得ない。

（まさか、アルコール中毒とか？）

　間もなく美織の頼んだオレンジジュースと冷酒が運ばれてくる。

　一応、目上の男性への礼儀として、冷酒をグラスに注いだのだが、義治は何を勘違いしたのか、以降は美織に何度も酌をしろと要求した。

「美織ちゃんはいいよねえ。最近の若い女は生意気だろ。何か勘違いしているんだよな」

「……」

　勘違いしているのはそちらの方だと呆れる。これでは見合いというより自分をキャバ嬢にした接待だ。

　義治は部長だというが、女性を見下す発言は、人を率い、導くのに相応しい人物のものだとは思えなかった。次期社長となる可能性が高いので、部下は何も言えずにいるのだろう。

　こうした人物を美織は身近に一人知っていた。

（……この人も同じ）

　周囲を見下しておりプライドが高い──美織の父の正博そっくりだった。

（こんな人と結婚して怯えて暮らすくらいなら、ずっと一人でいる方がいい）

　和人との思い出を胸に生きる方が、ずっと幸福に違いなかった。

　明日までには仲人に断りの返事を入れようと決め、それまでの辛抱だと義治の機嫌をとり続ける。

　義治はそんな美織の態度を勘違いしたらしく、「お前も飲めよ」とグラスを突き出した。いつの間にか「美織ちゃん」が「お前」になっていた。

「いいえ、結構です。そんなに飲めなくて……」

「まったくってわけじゃないんだろう？　ほら、いいから」

　正博の面子を守るためだと言い聞かせ、軽く舐めるだけにしてグラスを置いた。

「申し訳ございません。気分が悪くなるんです」

「まったく、そんなんじゃこれからやっていけないよ？」

　何をやっていくというのだろうかと再び引いてしまう。

　美織にはもはや義治と結婚するどころか、一分一秒でも早く遠くに離れたかった。

　地獄のようなランチタイムが終わったのは、それから一時間以上が過ぎた頃のことで、義治は明らかに酔っ払っていた。

　美織は何度も止めようとしたのだが、話を聞き入れるどころか、また「付き合え」と飲ませようとする始末だ。

　支払いはすでに済ませているのか、後払いなのか、レジ前では代金を要求されることもなく、すんなりと店を出られたのがまだ幸いだった。

「坂下さん、大丈夫ですか」

「うん、平気、平気。美織ちゃんって心配性だねえ」

　酒臭い息が掛かり不愉快だったが、足取りが危ういので心配で放ってもおけない。

「代行は来ているんですよね？」

「代行？　そんなのいないって。今日はここに泊まるからさ」

　なるほど、すでに部屋を取ってあったので、遠慮なく酒を飲んでいたらしい。

「何階のお部屋ですか？　送りますから」

　一人で行かせては不注意で事故に遭う可能性もある。そんな事態になってはまずいと、あくまで礼儀のために配慮したからだったのだが、美織のこの気遣いが徒となった。

　義治の部屋は最上階のダブルルームで、ドアを開けるにはカードキーが必要だった。

「坂下さん、失礼します。キーはお持ちですか？」

「ああ、うん。スーツのポケットの中」

　確認すると右側のポケットに確かにカードキーがあった。

「お借りしますね」

　腰を屈めて引き抜きドアに当てる。

　義治は何が楽しいのかニヤニヤ笑っていた。

「美織ちゃんって結構グラマーなんだね」

　先ほど体勢を変えたことで、ワンピースの襟元から、胸の谷間が見え隠れしていらしい。

「……っ」

　思わず身を引き義治と距離を取った。

「……今日はありがとうございました。私、そろそろ帰りますから」

　嫌悪感を押し殺し、身を翻そうとしたのだが、その手首を義治が素早く掴んだ。

「何をするんですか！」

「いや、何をするんですかはこっちの台詞だよ」

　部屋に引きずり込まれそうになり悲鳴を上げる。

「離してください！」

「おいおい、ここまで来ておいてそれはないだろ？　美織ちゃんだって結構その気があったんじゃないの？　ほら、新婚旅行の予行演習だと思ってさ」

「離して……！」

　こんな男と結婚するくらいなら、ホテルの窓から身を投げた方がまだましだった。

　ドアの前で揉み合いになりまとめた髪が乱れる。

「何、美織ちゃん、初めて？　大丈夫。優しくするからさあ」

「だ、誰か……！」

「いいから来いよ！」

「お客様!?」

　二人の声に第三の女性の声が割り込む。このホテルの清掃員らしく、清掃用品を載せたワゴンを押していた。

　怯んだのか義治の力が一瞬緩む。

　美織はよろめきながらもその腕の中から抜け出て、まっしぐらにエレベーターに向かった。

「おい！」

　義治は足取りが危ういのか追ってこない。一階に到着し、雨が降っているのにもかかわらず、息せき切って外に飛び出た。

　途中、タクシーを捕まえ最寄り駅へ向かう。その間も心臓は恐怖で早鐘を打っていた。

（男の人って……こんなに怖かったんだ）

　エスコートでもベッドの中でも、和人は優しく扱ってくれていたので、男性に暴力性があるのを忘れていた。

「お客さん、つきましたよ」

　タクシーから降り、目に入ったカフェに入る。コーヒーを飲んで落ち着こうとしたのだが、義治に掴まれた手首が赤くなっているのを見て、また追い詰められたような気分になった。

　そうでなければ「万が一の時のために」と和人に教えられていた、仕事用のスマホの電話番号に掛けようという気にはならなかっただろう。

（課長の、声を聞きたい）

　コールが何度か鳴ったものの、やがて「ただいま留守にしております……」と、留守番電話サービスの無機質な声が聞こえた。

（そう、だよね。課長だって年末年始くらいは休みたいだろうし……）

　がっかりして切ろうとしたのだが、同時に自動応答の声が乱れ、「はい、もしもし？」と和人の声が聞こえた。

『幹ですが、井上さん？　どうした？』

「……」

「好きだ」「可愛い」と言ってくれた声が心に真っ直ぐに届く。

『……井上さん？　何かあったのか？　相談があるならなんでも乗るよ』

　普段多忙な和人も年末年始くらいはゆっくりしたいはずなのに。部下としてでも心配してくれるのが嬉しかった。

「きゅ、急にごめんなさい」

　込み上げた涙を堪えきれずに泣き出してしまう。

『い、井上さん!?　もしかして、泣いている……？　事故とか事件に巻き込まれた？』

　和人の口調が動揺で乱れる。オフィスではクールな彼には珍しかった。

「ち、違うんです。ちょっと怖いことがあって……」

『怖いこと？　痴漢とか？　それとも、あとを付けられた？』

「……」

　痴漢どころか襲われそうになったのだが、さすがに打ち明ける勇気がなく黙り込む。

　和人は沈黙を肯定だと受け取ったのか、「……今はどこにいる？」と声のトーンを落とした。

『すぐに行くから』

　和人の実家は長崎だと聞いている。帰省していないとしても、東京から仙台に来いとは言えなかった。

　我に返って焦ってスマホに語り掛ける。

「あ、いえ、そんなたいした話では……。課長の声を聞いているうちに落ち着きました。あとは自分でなんとかできると思います。お忙しい時に電話なんて申し訳ございません。動揺して、つい……その、相談できる方が課長しかいなかったので……」

　和人が息を呑む気配がした。

「課長？」

『……なんでもない。ならよかったけど、困ったことがあったら、すぐに連絡をくれ。君が休むとうちの課は大変だからな』

「……はい。ありがとうございました」

　礼を述べつつ電話を切る。

（うちの課は大変、か……）

　女性として見られていないのは寂しかったが、部下としては認めてくれているのだと嬉しかった。

　コーヒーを一口飲み「すごいなあ……」と呟く。

（好きな人ってすごい。声を聞いただけでこんなに落ち着けた……）

　それどころか、幸福な気分にすらなっている。

（やっぱり、好き。叶わなくたって、好きでいるくらいいいよね？　……忘れなくたっていいよね？）

　安易に結婚に逃げようと思ったから、こんな目に遭ったのだと自分を戒める。

　二度など見合いなどしないと誓い、ハンカチで頬に零れ落ちた涙を拭った。
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　和人は電話の切れたスマホの画面を、一分、二分、三分が過ぎてもまだ眺めていた。

（……井上さんから電話なんて初めてだ）

　仕事とプライベートときっちり分ける性格なのだろう。美織は番号を教えてもこの一年、電話を掛けてきたことはなかった。

　それ以外の女性社員、特に独身になると、たいした用がなくとも連絡が入っていたのだが──

　一体何で困っていたのだと気になる。

（たいしたことはないって言っていたけど、たいしたことだから掛けてきたんだろう？）

　相談相手が自分しかいないと聞いた時には、頼られているのだと嬉しかったが、美織は仙台出身で都内に親族がいないから当然なのだ。

「ったく……。何をやっているんだ」

　ベッドに寝転がり天井を見つめる。

　結局今年は帰省しなかった。とはいえ、長崎の実家では兄夫婦が同居しており、しかももう子どもも二人いるので、跡継ぎでもない独身の次男がいなかったところでたいした支障はない。

　瞼を閉じると脳裏に美織の姿がぼんやりと浮かんだ。

（……まるで中学生男子の初恋だな）

　溜め息を吐いて布団を被る。

　杏と出会った際、抱いた気持ちと同じだった。

　ふと、彼女の涙を湛えた目を思い出す。罪悪感に胸がズキリと痛んだ。

　振ったのは自分だというのに、いまだに彼女の面影が脳裏にチラつく。ふとした瞬間に柔らかで温かい彼女の体が恋しくもなり、我ながら男の身勝手さに呆れてしまった。

（忘れられる日が来ることは……ないんだろうな）

　さっさと寝ようとライトを消し、呼吸を整えるうちに眠りの波に呑まれ、それこそ中学生男子レベルの夢を見た。

　

　──一糸纏わぬ女がベッドの上に横たわっている。二つの大きく実った白い肉の塊が、みずからの重力に耐えきれずにふるふると揺れていた。

　魅惑的な曲線を描く腿にそっと触れると、肌がしっとりと潤っているのがわかる。そっと口付けると花と蜜が入り交じった香りがした。

　女は一切抵抗せずに和人に身を任せている。

「んっ……」

　やわやわと左の乳房を揉み込むと、くすぐったいのか女が身を捩らせる。肌の香りと腿の柔らかさを味わい、時折軽く吸うと女がまた甘い喘ぎ声を上げた。

　腿へのキスを繰り返しながら、全身を丹念に愛撫する。

「あ……ん。熱い……」

　すでに快感を覚えているのか、すらりとした足が徐々に弛緩する。

　内股をそっと撫でてやると、女の体がビクリと震えた。

「んんっ……」

　鼻に掛かった切なげな声が和人の欲望を駆り立てる。

　もじもじと悶える腿を撫で上げると、可愛い小さな爪先がピンと立った。

「小さくて可愛い足だ」

　女はこの足がコンプレックスらしく、「可愛くなんか……」と拗ねた口調になる。

「こんな足、嫌いよ」

　そのあどけなさに愛おしさを覚えるのと同時に、この女を乱れさせたい欲望が足の狭間に手を滑り込ませた。

「あっ……」

　女のそこはすでにしとどに潤っており、男を迎え入れる準備を整えていた。

　蜜口の周囲を指先でそっとなぞる。

「ん……んっ」

　花唇を軽く掻くと女はベッドの上で身悶え、体を淫らにくねらせる。

　蜜口から滾々と淫らな液体が漏れ出てくる。そっと指を埋めると女の体が小刻みに震えた。隘路の入り口がきゅうっと指を締め付ける。

「ああ……。ねえ、もっと……」

　よほど感じやすい体なのだろう。まだ指しか入れてないのに、女はもう目の端から涙を流してすらいた。

「あっ……んっ……」

　中でくいと指を曲げると、コリッとした感触があり、同時に女の体が感電したかのように激しく二度震える。

「あっ……和人っ……」

　蚊の鳴くような声に欲望を掻き立てられた。

「そこ……あっ……やっ……」

「嫌じゃないだろう？」

　すかさず否定し女の体の中を更に探る。

「どうしてほしいんだい？」

「そ、れは……」

　望むものなどとっくにわかっているだろうに、まだ羞恥心があるのか女の頬が薄紅色に染まる。そんな顔をされると尚更言わせたくなった。

「ほら、言って」

　女のもっとも反応する箇所を執拗に抉る。

「あっ……はぁ……ああっ」

　軽い悲鳴が響き渡ったかと思うと、よほど気持ちよかったのだろうか。蜜とは違うさらりとした熱い液体が噴き出した。

「感じたんだね」

「……っ」

　女の目の端からは涙が、唇の端からは唾液が零れ落ち、薄明かりの下でぬらぬら光っている。

「和人……」

「なんだい？」

　隘路から指を引き抜くと、女は「あんっ」と切なげな喘ぎ声を上げた。

「……いの」

　涙に潤んだ大きな瞳を覗き込む。

「なんだい？　聞こえない」

「……ほしいの。指だけじゃ、足りない……」

　雄としての自分を求められる歓喜と、征服欲に背筋がぞくりとし、下半身が熱を持って猛る。

「……もっと可愛く強請ってごらん」

　女はしばしの沈黙ののち、「早く、来て……」と消え入りそうな声で呟いた。

「あなたが、いいの。あなたじゃないと、嫌……」

「よく言えたね」

　足を更に大きく押し開き、しとどに濡れたそこに顔を埋める。

「ご褒美だ」

「えっ……そういう、意味じゃ……」

　思い掛けない行動だったのか、女は首を小さく横に振ったが、舌で愛液を舐め取り、じゅっと音を立てて吸ってやると、「ひっ」と息を呑んで背を仰け反らせた。

「やぁっ……あっ……ああ……」

　女の愛液には塩気があったが、甘く感じ不思議だった。

「音が聞こえるかい？　これは全部君の体が出したものだ」

「……っ」

　潮を吹くほど感じたのが恥ずかしかったのだろうか。女は何かを耐えるかのように、瞼を閉じ、唇は噛み締めて横を向いている。

　だが、舌先を隘路に差し込み、中を掻き混ぜてやると、再び感電したかのように体が反撥ねた。

「や……あっ……あ……あんっ……和人ぉ……」

　鈴の音にも似た甘く高く切なげな声に、欲望で体が滾るように熱くなるのを感じる。

　すかさず柔らかな体に伸し掛かり、蜜口におのれの欲望をあてがうと、期待なのか恐怖なのか、女の体がまたビクリと震えた。

　だが、怯えていたとしても逃す気はない。

　ベッドに手を突き徐々に隘路を埋めていく。

「あ……あっ」

　女が救いを求めるかのように右腕を上げたが、すぐにその手首を掴んでシーツに縫い止めた。

「んっ……あっ……」

　女の呼吸がたちまち乱れ、一瞬全身から力が抜け落ちる。その隙を見逃さずに欲望を奥深くにまで沈めた。

「あっ」

　強烈な快感が下腹部から脳髄へ突き抜ける。

「くっ……」

　ぐっと豊かな右の乳房を掴むと、二つの強烈な刺激で女の腰がベッドから浮いた。

「やぁっ……」

　だが、当然女の言い分を聞く気はない。

　腰を大きく回すように動かすと、小さな口から噎ぶような漏れ出た。

「ああ、好きだ……」

　腰を掴み、足を絡ませて抵抗を抑え込んでから、腰を引いて一気に押し込む。

「……っ」

　女が白い喉を仰け反らせる。

　続けざまに最奥を抉ると、女の目が大きく見開かれ、打ち上げられた魚となって撥ねた。

「はっ……はぁ……あっ……やっ……」

　腰と腰のぶつかり合う音とともにベッドが軋む。女の豊かな乳房は上下に大きく揺れ、飛び散った汗が和人の頬を濡らした。

「あんっ……あっ……い、いい……」

　部屋には二人の放った熱と湿気がわだかまり、むわっとしていたがもうそんなことは気にならない。和人はひたすら女の体を貪った。

　時折強烈に締め付けられる感覚と、女の体から漏れ出る蜜の甘い香りが、雄としての本能を掻き立てる。

　腰の動きを速めると、女は堪えきれなくなったのか、和人の二の腕を掴んで嬌声を上げた。

「あ、ああっ……もっと……もっとお……」

「……っ」

　奥歯を噛み締め快感に耐える。

　力強く腰を打ち付けるごとに、互いの蜜と汗が入り交じる。

「ん……あっ……やぁんっ」

　女が拒絶するかのように顔を背ける。

　退路を断つべく最奥に欲望を突き入れ、女の内臓ごと押し上げた次の瞬間、脳裏が真っ白になり下腹部が弾け飛ぶ感覚がした。

「……っ」

　強烈な快感をどうにか堪え、女の額に張り付いた髪を除けてやる。

　女はすでに限界なのか、ベッドにぐったりとその身を横たえていた。その快感に弛緩した表情は、自分以外には見せたことがないだと思うと、再び欲望が湧き出すのを感じた。

　繋がったまま括れた腰に手を回し、力ない体を持ち上げる。背はシーツについたままだが、すらりとした足は和人の腹を挟む姿勢になった。

「なっ……何をっ……」

　ベッドの上に正座したのだが、女はすでに体を支える体力がないのか、和人を見上はしたものの、ぐったりと背をシーツに着けたままだ。

　だが、女への気遣いよりも雄としての欲望が勝った。

　女の腰を持ち上げ上下に左右に揺すぶり奥を探る。ベッドの上の汗に濡れた女の上半身がビクビクと痙攣した。

「あっ……やぁっ……ああっ」

　すでに声は途切れ途切れで掠れている。それでも、上げずにはいられないのだろう。

「も……駄目……和人……」

　もはや哀願ですら欲望の炎に注がれる油でしかない。腰を引き寄せぐっと最奥を突いてやると、女は髪を振り乱してよがり狂った。

「あっ……。……っ。ん……ふっ……。……っ」

　すでにしっとりとしたシーツに、更に汗と飛び散った涙が染み込む。

　動きを小刻みにしてやると、形のよい眉根が寄せられ、小さく赤い唇からはむせぶような吐息が漏れ出た。

　タイミングを外して最奥に一撃をくれてやると、その吐息すら消え入り、女は一体の肉人形と化した、

「……っ。……っ。……あ」

　力ない女の体を思うままに犯し、豊かな乳房が激しく揺れ動くのを眺めながら、まだ足りないと和人は思う。

　抱いても、抱いても足りない──渇望のままに女を貪り、どれだけの時が過ぎたのだろうか。

　先ほどより大きな快感の波に押し流され、低い呻き声を上げ女の中に熱を放つ。

　それなりに女は抱いてきたが、これほど満足したことはなかった。

　女が瞼を開け和人を見上げる。

「……ああ、好き。私も好きです。課長……」

「俺もだよ」

　さすがに無理をさせてしまったという罪悪感から、女の──美織の頬を優しく撫でる。

　美織は「……本当に？」と妖艶な笑みを浮かべた。真面目で努力家の彼女らしくもない笑い方だった。

「ああ、もちろんだ」

「……そう。じゃあ、これでも？」

　頬の肉を掴んだかと思うと、止める間もなく一気に引き剥がす。美織とは似ても似つかぬ美貌が現れたが、その顔にも確かに見覚えがあった。

　息を飲む和人の前で美織は──いや、杏は今度はなぜか悲しそうに微笑んだ。

「こんな顔でも私が好き……？」

　

　驚愕に飛び起き、額に浮かぶ脂汗を拭う。ベッドの上にいるのに気付き、夢だったのかと胸を撫で下ろした。

　その時、まだ脳裏にいる杏の美貌に美織の顔が重なる。

　思わず手で口を押さえた。

「……まさか。そんな馬鹿な」

　だが、それならなぜ美織と杏、正反対の二人に惹かれたのかの辻褄が合う。

「……」

　和人は拳を筋が浮くほどかたく握り締めた。







第五章「ガラスの靴を履かせて」








　──郷里から東京に戻って一ヶ月が経った。

　パソコンの右片隅に表示されている時計が午前十二時になる。同時に、社員らがおのおのに立ち上がり、昼食を取りにオフィスを出て行った。

　美織も最寄り駅の中にあるファミレスへ行くつもりだったが、その前に何気なくスマホに目を落としてげんなりした。

　昨日も一昨日も今日も一日十回は着信がある。ＳＮＳの画面にも表示しきれない数のメッセージが入っていた。いずれも義治の仕業である。

　──年末の見合いではさんざんな目に遭った。

　まさか、初対面で部屋へ連れ込まれそうになるとは予想していなかった。

　四十代で名家出身、しかも部長だと聞いていたので、年代と地位に相応しい落ち着きがあるのかと思いきや、それどころか会社でのセクハラ、パワハラを連想させる暴君で、結婚どころか電車で隣に座わられるのすら勘弁願いたい相手だった。

　当日中に仲人に断りの電話を入れたのだが、なんと義治は美織を気に入ったとのことで、「結婚を前提に付き合いたい」と希望しているそうだ。

「こんな玉の輿に乗る機会なんて二度とないわよ！」と説得されたが、真っ昼間から酒を飲み、女を襲おうとするような輩など、どこぞの国の王子様だろうと石油王だろうとごめんだった。身投げするか剃髪して尼寺に入った方が一億倍よかった。

　穏便に済ませるつもりだったものの、仲人があまりにしつこいので、乱暴されそうになったと打ち明けそうになった。

　だが、すぐにぐっと堪えた。男尊女卑傾向の強いこの仲人では、「お前から誘ったのではないか」、「責任を取ってもらえ」と、返って来るのがわかりきっていたからだ。

　美織としてはそれで終わらせたつもりだったが、義治は一体どういう頭をしているのか、なぜ断られたのかがまったく納得できず、なんと美織の実家に直談判に訪れたらしい。

　一般的な父親なら丁重に断っただろうが、父の正博はなんと義治に美織の連絡先を勝手に教えてしまった。

　翌日から電話攻撃、メッセージ攻撃を受け、もう一度会いたいと要求されたものの、何をされるのかわかったものではない。丁寧に断ったが、義治は一向に聞き入れず、「初めてなんだから怖いよね。でも、俺が一から教えてあげるから」、などと怖気の立つ留守電を入れる始末だった。

　すぐさま実家に連絡を入れ、正博に抗議をしたのだが、正博は悪びれることすらなかった。

『一体なんの不満があるんだ？　お前のような女にあれ以上の相手はないだろう』

　乱暴され掛けたと打ち明けようとしてすぐに口を噤んだ。正博は妻も娘も家族ではなく、自尊心を満たす駒程度にしか考えていない。傷物にされたのなら、責任を取らせろと迫るが落ちだろう。娘が町の名刺の息子と結婚すれば、井上家の過去の栄光も取り戻せると踏んでいる。

　虎の威を借る狐と化した父ながら情けなくなった。

　もう正博に対処は頼めなかった。諦めて「もういいから」と電話を切り、自分でなんとかしなければと覚悟を決めたが、義治の行動は更にエスカレートして行った。

　電話やメッセージを送りつけるだけではなく、美織をつけ回すようになったのだ。関東本部の部長の地位にあるのなら、本来はそんな暇などないはずだから、恐らくお飾りの部長でしかないのだろう。

　先日、自宅近くのスーパーで買い物をしていた際、野菜売り場で義治に出くわした際には、驚愕と恐怖で全身が凍り付いた。

『あっ、美織ちゃん？』

　義治はニヤニヤ笑いながら美織の隣に並んだ。籠を覗き込み美織の背をポンポンと叩く。

『ねえ、今日は何作るの？　美織ちゃんってやっぱり女らしいよね。ちゃんと自炊しているみたいだしほっとしたよ』

　なぜあなたがほっとするのかと突っ込む心の余裕はなかった。生理的嫌悪で触れられた肩から腐っていく気すらする。一刻も早く義治の吐く息を感じないところへ逃げたかった。

『一人で夕飯なんて寂しいでしょ？　一緒に食べてあげるよ』

　無言で手に取ったばかりの白菜を戻し、俯いて出入り口へと向かう。

『あれ？　美織ちゃん？　どうしたの？』

　追い掛けてきた義治に肩を掴まれる前に、近くのバス停で停車したばかりのバスに飛び乗った。自宅とは正反対の方向に向かうバスだったが、義治を撒くためにはそうするしかなかった。

（もう、いい加減諦めてくれないかしら……）

　──げんなりしつつファミレスに向かう。

　昼時だったが偶然席が空いており、スムーズに食事を取ることができた。

　だが、一向に食欲がわかず、スプーンでシーフードドリアを掬う手が止まる。

（……今日も家に帰れないのかな）

　近頃、義治がマンション近くで待ち伏せているので、恐ろしくて帰れずに都内のホテルを泊まり歩いている。でも経済的な問題もありずっと帰宅しないわけにもいかなかった。

（どうしよう……。もう誰にも相談できないし……）

　両親は宛てにならないし、仲人は痴話喧嘩だと捉えている。「あんまり焦らさない方がいいわよ」と、美織の訴えをろくに聞いてくれない。警察にも相談したのだが、現状ではまだ対処できないので、なるべく細かく記録を取り、もう一度来てくれと追い返されてしまった。

　ふと、和人が「相談があるならなんでも乗るよ」と言ってくれたのを思い出す。

（ううん、駄目。課長には全然関係ないんだし……）

　和人に見合いをしたとバレるのは、部下だとしか思われていなくても嫌だった。

　──結局、シーフードドリアをほとんど残し、休憩終了十分前に本店へ戻ったのだが、自動ドアを潜ったところで全身が凍り付いた。

　受付カウンターに義治がいたからだ。受付嬢に詰め寄り五分ほど口論していたが、やがて不機嫌そうにロビーを突っ切っていく。

　慌てて観葉植物の影に身を隠し、事なきを得たものの、心臓は早鐘を打っていた。

（どうして……？　どうしてあの人が本店にまで来るの？）

　確かに、釣書には勤め先は四谷銀行だと書かれていたが、支店までは明らかにしていなかったはずなのに。

　興信所に依頼したのか、それともあとをつけたのか、いずれにせよ無視できない状況だった。

　オフィスに戻った美織を待ち受けていたのは、受付から連絡があったとのメモだった。

　折り返すとすぐに担当の受付嬢が電話を取り、何があったのかを事細かに説明してくれた。

『井上さんの婚約者だと名乗る男性がいらっしゃいまして、お会いしたいから呼び出してくれと依頼されました』

「婚約者……!?」

『はい。井上さんは自分と結婚していずれ辞める予定だとも』

　だが、あまりに傲慢かつ不審な態度だったので、現在外出中のため、戻り次第連絡しますと追い返したのだとか。

　さすがプロの受付。人間性を見極める目が優れている。

『本物のご婚約者の方でしたら申し訳ございません』

「いいえ。違うんです。……ありがとうございました」

　言い訳をする気力もなく電話を切る。

（こんなところにまで来るなんて……）

　なぜこうも執着されるのかと頭を抱える。ふと脳裏で母の織江と自分の姿が重なった。

（……きっとおとなしくて、従順で、男に逆らわない女に見えるからね）

　つまり、人間扱いしていないのだ。だから、こちらの言い分を聞こうともしないのだろう。

　唇を噛み締めつつパソコンを立ち上げる。

　ところが、画面が表示された次の瞬間、目眩がしたかと思うと、体がぐらりと横に傾いた。

「きゃあっ！　井上さん！」

　同僚の女性社員の悲鳴が響き渡る。

　続いて脇腹と側頭部に強い衝撃を覚え、美織の意識は一瞬にして闇に閉ざされた。

　

　──見覚えのある男女が数歩先を二人で歩いている。

『和人、好き。大好きよ』

　男の腕に纏わり付いている女は、他でもない美織──いや、杏だった。

　男は間違えるはずもなく和人で、美織に愛おしそうな眼差しを向けている。

（いや……こんな二人は見たくはない）

　自分なのに自分ではない女が愛されている光景は、美織にとっては地獄でしかなかった。

「いや……もうやめて……辞めてよ！　誰か助けて！」

　救いを求めて伸ばした手を、思い掛けず包み込まれたのでぎょっとした。

「えっ……」

　瞼を開け、自分に何が起こったのか、どこなのかを把握できずに目を瞬かせる。

　オフホワイトの壁と薬品のにおいから、医務室のベッドに寝かされているのだと気付き、ようやく意識がはっきりとして二度ぎょっとした。

「か、課長!?」

　なんと、和人に手を取られていたのだ。

「ああ、悪い。夢見が悪そうだったから」

　和人は決まりが悪そうに手を引いた。

「オフィスで突然倒れて運び込まれたんだよ」

　なんでも八時間ほど寝込んでいたらしい。

「は、八時間!?　大変！　仕事が……!!」

　仕事どころか定時を過ぎている。

　和人は慌てて美織が起き上がろうとするのを止めた。

「具合が悪いんだから今日はいい。まだ気分が優れないなら病院に送るが」

「いいえ、もう大丈夫です。疲れていただけだと思うので……」

　義治がストーカーと化し、その対処に追われ、心身ともに疲弊していたのだろう。常に緊張状態にあるからか、胃も食事を受け付けない。

（……今日はどこに泊まればいいんだろう）

　自宅だけではなく勤め先まで突き止められている以上、近隣のホテルはもう使わない方がいいと判断する。

（でも、もしホテルまでつけてこられたら……？）

　ぞっとして自分で自分を抱き締める。もう逃げ場などない気がした。

　和人は椅子を引き寄せ、腰を下ろすと美織の顔を覗き込んだ。

「……井上さん、もし俺の思い違いだったら済まない。何か悩みがあるんじゃないか？　最近、いつも顔色が悪いじゃないか。僕でよければ相談に乗る」

「そんな、悩みなんて、ありません……」

「いいや、嘘だ」

　和人は力強く言い切り、美織の目を覗き込んだ。レンズ越しの真剣な眼差しにドキリとする。

「確かに君は何があろうと仕事ではミスをしない。けれども、その分プライベートに回す精神力を削っているだろう」

　──図星だった。

　義治のストーカー行為には参っていたものの、せめて部下としては和人に認めてほしい、呆れられたくない一心で仕事に励んでいたのだ。

　和人は目を逸らさずに言葉を続けた。

「井上さん、君は僕にとって……。……。大切な部下だ。それに、もし犯罪に悩まされている場合、井上さんだけの問題ではなくなるケースもある」

「そんな……」

　反論しようとして口籠もる。

（もう受付には迷惑を掛けてしまっているじゃない）

　今日のようにうまく対処してくれればいいが、何度も受付を占拠されるとそうも行かないだろう。

　小刻みに体を震わせながら口を開く。

「じ、実は……お見合い相手に付き纏われていて……」

　和人の黒い眉がなぜかピクリと動いた。

「見合い？　君は見合いをしていたのか」

「はい。父の紹介で、去年の年末に……。合わないと思ったので、ちゃんとその日のうちに断ったんです。でも、向こうが諦めてくれなくて……。警察にも相談したんですけど、それだけじゃまだ対処できないって……」

　これまでの経緯と被害状況を説明すると、「……そいつはかなり深刻な事態だな」と唸った。

「そうもヒマな奴だとまだ待ち伏せているかもしれないぞ」

　義治の行動を顧みると、否定できないのが恐ろしかった。

　和人は顎に手を当て鋭い光りを目に浮かべていたが、やがて「……よし」と頷き「今夜は俺が一緒に帰ろう」と提案した。

「ボディガードになるよ。これでも腕に少しは覚えがある」

「ええっ!?」

「取り敢えず守衛に事情を説明して、裏口からタクシーで帰ろうか」

「そ、そんな、悪いですよ！　課長だってお疲れでしょうし……」

「井上さん」

　真剣な眼差しに射竦められ、それ以上反論できなくなってしまう。

「俺は君を守る義務があるし、守りたいと思っている」

　部下としてなのだとはわかっているが、心臓の高鳴りが止められない。追い詰められた状況なのに、また一緒にいられるのを、つい喜んでしまう自分がいるのに呆れ果てる。

「わかりました……。お願いします……」

　やましさから俯いてそう答える。

「なら、具合がよくなったら連絡をくれ。取り敢えずタクシー呼んでおくから」

　和人は椅子を元の位置に戻し、医務室を出て行こうとしたのだが、「ああ、そうだ」とノブを手に振り返った。

「化粧と髪型を変えられないか？　ほら、女性ってそれだけで大分印象が違ってくるだろう。それで向こうもわからなくなるかもしれないし」

「……」

　確かに、その効力は身をもって知っている。

「わ、わかりました。そうします……」

　杏ほど濃くしなければいいだけだと頷く。

　和人が出て行ったのちロッカールームへ向かい、捨てるつもりだった化粧品を取り出し、トイレの鏡を前に化粧を直した。

　少々アイシャドウを濃くし、マスカラを重ねてグロスを塗る。髪を結い上げ後れ毛を作ると、それだけで印象が大分変わった。美織と同一人物なのだとわかるが、まあまあ美しい女がそこにいた。

（もう、整形って言われても気にしないようにしよう……）

　和人に連絡を入れ裏口へ向かう。

　本店には脚向けの出入り口に加え、従業員通用口、守衛や他業者の利用する裏口がある。目立たぬよう隣のビルとの狭間の裏口にあるので、社員や守衛、メンテナンス業者以外は存在すら知らないはずだった。

　和人は予定通りにタクシーを呼んだようで、そのかたわらに佇んで背後を気にしていた。

「課長！」

　振り返り、美織を確認するなり目を見開く。

「……驚いた。別人かと思ったよ」

「お上手ですね」

「……いや、お世辞なんかじゃない」

　和人に促されタクシーに乗り込む。

　和人が美織の隣に腰を下ろすと、それを合図にタクシーが発車した。

「……化粧はいつ頃からしているんだ？」

「私は社会人になってからなんです。今時ちょっと遅いですよね。父が昔気質の厳しい人で、女性のお洒落を好まなくて……」

「そうは思えないな。すごく綺麗だよ」

　突然、称賛されて目を瞬かせる。

「私が、綺麗、ですか？」

　和人は目を細めて美織を見つめた。

「ああ、綺麗だ。……すごく綺麗だ。やっぱり女性は変身するものなんだな」

　美織の面影を残しているのに、綺麗だと言われたことが嬉しくて、嬉しくて、つい声が上ずってしまった。

「そうじゃないと社会人としてはやっていけませんよ」

　冗談めかすのが精一杯だった。

（……嬉しい）

　軽く濃くするだけでこれほど喜べるのなら、同僚に整形したと噂されても構わない。

（……ああ、私、やっぱり課長が好き）

　白馬の王子様に絶世の美女だと褒め称えられるよりも、和人一人にただ一言「綺麗」と囁かれる方がずっとよかった。

　

　タクシーがマンションに到着する頃には、すでに時計の針は午後九時を過ぎていた。

　辺りを見回し人影がないのかを確かめる。今夜はひとまず必要な荷物を取りに戻っただけで、念のために都内にホテルを取っていた。

　和人も美織に続いてタクシーを降りる。

「一緒に行くよ」

「えっ、いいですよ。今日は待ち伏せしてはいないみたいですし」

　先週、義治は自慢の車をマンション前の通りに停車させ、美織が帰宅するのを運転手席で待ち構えていた。一目で義治のものだとわかる高級車だったので、元来た道を引き返したので事なきを得たのだ。

　時間を掛けたくはなかったので、なかなか来ないエスカレーターは諦めて、階段を駆け上り二階の自分の部屋へと向かう。

　約一ヶ月ぶりに戻った部屋は、寒々として埃が落ちていた。

（……早く戻りたい）

　いつまでこんな日々が続くのかと、溜め息を吐きつつ荷物をまとめ、当面の衣類をボストンバッグに詰め込んだ。すぐにタクシーへ戻ろうと階段を駆け下りる。

　ところが、自動ドアを潜り抜け、通りへ出たところで、一瞬にして体が凍り付いた。タクシーが停められている数十メートル前に、紛れもない義治の車を見つけたからだ。

「……！」

　自分が美織だと悟られてはいけないと、別人を装いつつ息を押し殺してタクシーを乗り込む。

「か、課長……」

　和人のスーツの袖を引っ張る。

「どうした？」

「坂下さんが付けてきているんです。あの、後ろの車……」

　和人が身に纏う空気が一瞬にして冴え渡る。レンズの奥にある切れ長の目に浮かぶ光は、鋭いナイフの輝きにも似ていた。

　さり気なく振り返り車のナンバーを控えている。

「運転手さん、ちょっとお願いしたいことがあるのですが、あの車にバレないように飛ばしてくれませんか？」

「おっ、なんだい？　追われているのかい？」

「はい、そんなものです。もちろん、お礼はさせていただくので」

　さすがはプロと言うべきか、運転手はごく自然に義治の車を撒いた。

　和人は途中で何度も振り返り、付けられていないか確かめている。

「よし、君が井上さんだってバレてはいないみたいだな」

「……」

　一方、美織は義治の執念に怯え、ボストンバッグを抱き締め、身を震わせることしかできなかった。

（……こんな夜遅くに来るなんて）

　和人は守るとは言ってくれてはいるが、さすがに二十四時間付き添うわけにもいかないだろう。

（私、これからどうすればいいの？）

　タクシーが宿泊予定のホテルに到着しても、不安が拭い切れずに上の空だったからか、声を掛けられるまで気付かなかった。

「……さん、井上さん？」

　和人の声に我に返る。

「大丈夫か？　また具合が悪くなったのか？」

「……大丈夫、です」

　ボストンバッグを抱えタクシーを降りる。

　ショックで足取りが覚束なくなっていたからだろうか。ホテルの玄関前で蹴躓き、右の靴が脱げてしまい。あっと思った次の瞬間には、和人の腕に抱き留められていた。

「ほら、言わんこっちゃない」

「も、申し訳ございません……」

　情けなさに蚊の鳴くような声になってしまう。

　和人は落ちた靴を拾い上げた。そのまま立ち尽くし目を離さない。

「二十二㎝……」

「……？」

　何を気にしているのだろうと首を傾げる。

「……ああ、なんでもないよ」

　和人は笑みを浮かべて靴を階段の石タイルの上に置いてくれた。しかも、跪いてである。シンデレラに靴を差し出す王子そのものだった。

「か、課長！」

　上司として有り得ない態度に動揺し、つい上ずった声を上げてしまった。

「そんなことしなくていいです。靴くらい自分で履けるので……」

「……やっぱり君って足が小さいな。だから、靴が脱げやすいんだろうな」

「えっ……」

　和人は美織の目を真っ直ぐに見上げた。

「白くて、細くて、思わず食べてしまいたくなる。……井上さん、やっぱり君が杏だったのか」

　義治への恐怖が驚愕に瞬時に吹き飛んだ。

「か、課長……」

「……ずっとどこかで会ったことがある気がしていた」

「……っ」

「どうして隠していたんだ？」

（ど、どうしよう……）

　ついにバレてしまったと狼狽える。

　何も知らない振りをすれば、まだ誤魔化すこともできただろうに、これではそうです、自分が杏ですと答え合わせをしたようなものだ。ごめんなさいと謝ればいいのか、その通りだと開き直ればいいのかわからなかった。

「わ、私……」

　ボストンバッグを形が変わるほど強く抱き締める。

「もっ……申し訳ございませんっ……！」

　シンデレラよろしく片側の靴だけ残して、背を向けて逃げることしかできなかった。ちょうど開いたエレベーターに乗り込む。

　途中、「井上さん！」と名前を呼ばれたが、立ち止まることなどできなかった。

　エレベーターの片隅に座り込み、またボストンバッグを抱き締める。

「ど、どうしよう……」

　和人は「やっぱり君が杏だったのか」と唸っていた。いつ、どこで正体を見破られていたというのだろう。顔立ちも態度も別人にしか見えないよう、最大限の注意を払っていたはずなのにと焦る。

（明日、どんな顔で会えばいいの？）

　それよりも嫌われる方が恐ろしい。義治に付き纏われるよりもずっと恐ろしかった。

　

　──その夜は瞼を閉じてもワインを呷っても一睡もできず、結局太陽が高層ビルの狭間から昇るのを呆然と眺めることになった。

　いっそ風邪を引いたと嘘を吐いて、会社を休んでしまおうとも思ったのだが、結局いつかは和人と話し合わなければならないのだ。いつまでも逃げられるものではないと溜め息を吐く。

　恐る恐る枕元のスマホの画面を見ると、和人から着信があり、留守番電話が入っていた。

『もしもし、昨日は突然あんな話をしてすみませんでした。無事に部屋につきましたか。連絡をくれると嬉しいです』と吹き込まれている。

「課長……」

　こんな時でも気を遣ってくれるのだと胸が熱くなる。

（私にはそんな資格、初めからなかったのに……）

　誠心誠意謝るしかないと覚悟を決め、ベッドの上でストッキングに足を通す。

（そういえば、足から愛してくれたことがあったっけ）

　ずっと不便だと感じていた自分の足が、すっかり愛おしくなったのを覚えている。

（課長が可愛いって言ってくれるのならって……）

　ふと男性の一言一行に振り回されるなど、母と似たようなものではないかと苦笑する。結局、自分もその類いの女なのだと自覚したが、もうそれが嫌だとは思えなくなっていた。

（……きっとこれが最後の魔法）

　ブラウスを身に纏い、スカートを履き、洗面所へと向かう。顔を洗い丁寧に肌を整え、化粧下地を指先に取った。

　もう杏に変身はできない。だからと言って、ありのままの自分を見せるわけでもない。

（あなたが綺麗だと言ってくれた私になりたい）

　唇にはパール入りのピンクベージュのグロスを乗せた。それだけで勇気が湧き出てくるのがわかる。

　メイクとはなりたい女に変身するだけではない。自分らしく生きるためにもあるのだと実感した。

　髪を下ろして丁寧に梳く。

「……よし」

　鏡の中の自分を真っ直ぐに見つめる。

　今度こそ井上美織として和人と会えそうだった。

　

　ところが、世の中とはそう都合よく動くわけではない。

　破裂しそうな心臓を抱えてオフィスに足を踏み入れたのに、その日和人は急なアポイントが入ったとのことで、直帰の可能性が高いと同僚の男性から知らされた。

（そ、そんなあ……）

　出鼻をくじかれがっかりしてしまう。

「今日じゃなきゃ駄目な用事なんですか？」

「そういうわけではないみたいだけど……」

　スターターピストルが鳴り、我先にと駆け出したはいいが、二歩目ですっころんだ陸上選手のように惨めだった。

「課長でなくてもいいのなら、俺が話を聞いてもいいけど」

「ありがとうございます。お気持ちだけ受け取っておきます。課長しか知らないことなので……」

「なんだ、そうか」

　同僚はあからさまにがっかりした顔になった。

「井上さんもやっぱり課長狙い？　あの人は多分無理だと思うな。ねえ、俺なんてどう？　真面目だし結構いい男だろ？」

　脈絡もなく口説かれぎょっとしたのだが、そのまま顔に出ていたのだろう。同僚は「あ、びっくりさせちゃった？」と肩を竦めた。

「井上さん、今日すごく綺麗だからさ。ちょっと化粧した？　いい感じだなって思って」

「またまた」

「いや、本当だよ。それだけじゃなくて、最近なんかこう、ぱっと目が行くようになったというか……。だから、俺は課長に恋しちゃってんのかなって思ってたんだよね。大体この課の子は一度はそうなるからさ」

「……」

　女の勘は鋭いと言うが、男も侮れないと舌を巻く。綺麗になった云々はともかくとして、課長に好意があるのだとは、少なくともこの同僚には感づかれていたようだった。

「気遣っていただいてありがとうございます」

　礼を言い自分のデスクに腰を下ろす。

（直帰になるかも知れないんじゃしょうがないよね）

　ひとまず仕事に励み定時を迎える。ところが、途中で同僚のミスが発覚し、そのカバーに励む間に、夜九時を過ぎてしまった。一方、和人はやはり今日は直帰になるらしく、その席は一日空いたままだった。

　また、和人がいないだけではなく、義治のストーカー行為もなかった。

　電話も掛かってこなければメッセージもない。それはそれで不気味だったのだが、心の落ち着きを取り戻すことができた。

（このまま収まってくれるといいんだけど……）

　スマホを懐に入れ、オフィスを出ようとしたその時、着信音が鳴り響いたのでドキリとした。画面には「幹課長」と表示されている。

「はい、もしもし？」

『井上さんか？　まだ本店にいるのか？』

「はい。今帰り支度をしているところです」

『そうか……。じゃあ、ちょっと待っていてくれ。俺ももうじき本社に着くから』

　和人は今夜も宿泊先まで送ってくれるつもりらしい。

「課長、一人で帰れます。今日もメイクをしてきたので、タクシーに乗ればわからないと思いますし……」

『いいから裏口で待っていてくれ』

　続いて電車がホームに入るような音がし、電話がプツリと切れてしまった。

　ひとまず裏口へ向かい、守衛に断り壁に背をつけ、和人が迎えに来るのを待つ。

（まずなんて言えばいいだろう。……やっぱり騙してごめんなさいだよね）

　和人が許してくれるか、くれないかでその後の対応も変わる。

　いずれにせよ、逃げてはならないと自分に言い聞かせていると、一台の車が急ブレーキを掛け美織の前で停まった。一般の国産車だったので、初めは和人の乗ったタクシーかと思いきや、車体上部にあるはずの行灯がない。

　まさかと身を強張らせた次の瞬間、後部座席のドアが開き、中に引きずり込まれそうになった。その拍子に予備のパンプスの右側が脱げる。だが、もう靴などには構っていられなかった。

「きゃあっ！」

　死に物狂いで抵抗し何者かの顔を引っ掻く。爪を立てたからか相手が奇妙な呻き声を上げた。それでも、美織の手首を離そうとはしない。

「離して……！」

　悲鳴を耳にしたのか、二人の守衛が駆け付ける。

「おい、お前、何をしている！」

　その怒鳴り声に重なるかのように、一台のタクシーが一方通行を無視して裏通りに滑り込み、誘拐犯の車の前に立ち塞がるように停車した。

　ドアが開き背の高い影が現れる。

　──和人だった。

「課長……！」

　念入りに整えた髪もメイクも崩れ、恐怖でぐしゃぐしゃになった美織を目にし、和人の周囲の空気の温度が一気に下がった。

「貴様……」

　和人らしくもない言葉遣いに驚くと、誘拐犯も驚いたのか一瞬、手首を掴む力が緩む。その隙を逃さず振り切ろうとし、思い切りコンクリートの道路に尻餅をついた。

「いったあ……」

　スカートが破れたのか臀部がひどく痛む。だが、その痛みも誘拐犯の悲鳴と、直後に目にした光景への衝撃に吹き飛んだ。

　和人が誘拐犯の襟首を両手で掴み、軽々と中に持ち上げていたのだ。

「くっ……苦しいっ……」

　蛇に飲まれかけの蛙の断末魔さながらの呻き声は、やはりこの一ヶ月、美織を悩ませていた男のものだった。

「……さ、坂下さん」

　眼鏡のレンズが弱々しい街灯の光を反射しているので、和人の表情がよくわからない。

「関東本部部長にしては随分とヒマそうだな」

　それでも、冷静そのものの口調に、義治を燃え尽くさんばかりの怒りを感じ取った。

「は、離せっ！　俺を誰だと思っている！」

「おや、それでは貴様が誰なのか明るみになってもいいと」

　和人の指摘にようやく自分の立場を理解したのだろう。薄暗い視界でもはっきりとわかるほど、坂下の顔色が真っ青になった。

「守衛さん、警察を呼んでください」

　警察と聞き義治が再び暴れ出す。

「はっ……離せっ！　そ、そうだ。金ならいくらでもやるぞ」

　その間に義治が振り回した右手が和人の目を掠り、眼鏡に当たって落ちた。爪で引っ掻かれたのか頬に薄い傷が走っている。

「……これで正当防衛が成立だな」

　和人はそう呟くが早いか不意に手の力を緩め、義治をコンクリートの地面に落とした。

　どうやら尾てい骨に直撃したらしく、義治は尻を抱えて悶絶している。

　和人はもう皮肉すら口にしなかった。義治の腕を捻じり上げ、地面に顔を押し付ける。

「は、離せ……離せ……！」

　武道でも体得しているのか、力を込めている風にも見えないのに、義治はピクリとも動けないように見える。和人はその間にネクタイを解き、瞬く間に両手首を拘束してしまった。

「……いいか。これ以上彼女に近付くな」

　地獄の底から響き渡るような声だった。近くで聞いていた美織ですら、その迫力に背筋がゾクリとする。

　パトカーのサイレンに気付いたのは、和人が義治を捕獲して数分後のこと。駆け付けた警官二人は敬礼をしたのち坂下をパトカー内に連行した。

　義治はすでに気力を失ってしまったのか、車内でぼんやりとしている。

　和人は警察官に事情を説明している。

　美織が誘拐され掛かったこと、その犯人がストーカーであること、自分と守衛で目撃者が三人いること。裏通り一帯は防犯カメラで二十四時間録画しているとも教えていた。

　警察官は一通りの事情を聴取したのち、頷いてパトカーに乗り込み坂下とともに姿を消した。

　和人は美織を振り返り跪いて手を差し伸べた。

「遅れて済まなかった。立てるか？」

　何が起こったのかを飲み込めずに、呆然と和人を見上げる。

　和人は「仕方がないな」と呟き、美織の膝下と手に手を差し入れたかと思うと、軽々と抱き上げ美織の度肝を抜いた。

「きゃっ……！」

　思わず和人の首に両手を回す。和人は美織をこんな騒動の最中でも、しっかり待機していたタクシーに乗せた。

「か、課長、一体どこへ……」

「病院だよ。怪我をしているかもしれないし、だったら診断書を取らないと」

「……？　診断書？」

「そう、証拠の一つになるから」

　タクシーが向かった先は最寄りの病院の救急外来で、和人の友人が医師として勤めているということで、一時間ほど待ったが検査を受けることができた。幸い、頭を打ってはいなかったが、手首を軽く捻挫していると診断され、手当てをしてもらい、すぐに帰ってもいいと許可された。

　受け付け前のロビーに連れて行かれ、長椅子の片隅に座らせられる。

　深夜のロビーは人気がない。灯りは煌々としているのだが、どこか寂しく寒々として見えた。

「じゃあ、ちょっとここで待っていてくれ」

「……はい」

　我が身に起こったことが信じられず、返事も曖昧にしかできない。力なく足元を見下ろしていたのだが、ふと、パンプスの右側が脱げているのに気付いた。

（また、脱げちゃったんだ……）

　あのどさくさの最中でなくしてしまったらしい。

「……っ」

　ショックで堰き止められていた感情が溢れ出す。

「……っ」

　口に手を当てて嗚咽を堪えようとしたが、涙が頬をいくつも零れ落ちていった。

　今日はカバー力の高いファンデーションではない。更に崩れてしまう。ブスになってしまうと悲しくなり、顔を覆って声を殺して泣いた。

「井上さん、終わったよ。さあ、かえ……」

　和人が美織のまで立ち尽くす。

「どうしたんだ？　まだ痛いところがあるのか？」

「……っ」

　声を出せないまま首を何度も横に振る。

「あのストーカーなら逮捕された。証拠も証人もいるから、今後は警察での手続きもスムーズになるし、万が一起訴には持ち込めなくても、君には近付きにくくなると思う」

「ち、違う、んです……」

　義治を恐れているのではない。

「わ、私、顔ぐしゃぐしゃ……全然綺麗じゃない。こんな顔、あなたに見せたくない」

　迎えの馬車も来ないうちに魔法が解け、王子様の前で醜態を晒す羽目になった。惨めで恥ずかしくて逃げ出したいのに、靴が片方なくて歩けもしない。

「……井上さん」

　和人は美織の前に跪くと、そっと手を取って「顔、見せて」と囁いた。

「……」

　優しい声に恐る恐る顔を上げる。眼鏡越しの切れ長の目が愛おしげに細められた。

「大丈夫。綺麗だから」

　そして、かたわらのビジネスケースから、なくしたはずのパンプスの右側を取り出した。

「これ、君の靴だろう？　小さいからすぐにわかった」

　美織を病院に連れて行こうと、タクシーに乗り込む間際、拾った守衛に「多分あの女性の靴でしょう」と手渡されたのだという。

「さあ、履いて」

　フロアにそっと置かれたパンプスに足を通す。

「杏……、井上さんって呼べばいいのかな」

　和人が膝の上に置かれた美織の手を取る。

「か、課長……？」

「……どうして黙っていたんだ？　怒ったりしなかったのに」

「それは……」

　ストーカーの件ではなく、自分が杏なのだと黙っていたことだろう。

　恥ずかしさと申し訳なさでまた涙が零れそうになったが、ぐっと堪えて「……恋が、したかったんです」と打ち明けた。

「す、好きだから……。あなたが好きだから……」

　お伽噺のシンデレラに変身して、一時でいいから夢のような恋を和人としたかった。

　だが、現実の恋はただ胸をときめかせるだけではなく、嫉妬し、悩み、苦しみ、涙を流すドロドロとしたもので、綺麗に終わらせることなどできなかった。自分は生身の女でしかないのだと実感した。

「井上さん」

　和人がもう一度名前を呼び美織の手を包み込む。

「ハイヒールもいいけど、この靴もよく似合う」

「か、課長？」

「そこはできれば和人のほうがいいかな。課長じゃいかにも上司と部下って感じだから」

　黒い瞳の中に甘く、だが真剣な光が瞬く。

「これから何度君の靴が脱げても、履かせてあげたいんだけど、君はどうだろう？」

「えっ……」

「井上さん、僕の恋人になってくれませんか？」

　同時に、ロビーの壁掛け時計の長針と短針が、ピタリと重なり零時を指す。その後秒針が進んでも二人はいつまでも互いを見つめ合っていた。







エピローグ「お伽話の終わり」








　──今日は二十六歳の誕生日だ。そして、都内のホテルの高層階にいる。

　美織はガウン姿でベッドに腰を下ろし、カーテンの隙間から見える夜景を眺めていた。

（……綺麗）

　二年前、和人と初めての夜を過ごした時も、色とりどりの街の灯りに見惚れたのを思い出す。あの時は和人と一夜の夢を見られればよかった。

　なのに、どんどん欲が出て来て、自分の気持ちを押し留められなくなり、美しい恋なんてないのだと思い知った。まさか、自分が杏だとバレた後も、和人との関係が続いて行くなどとも予想できなかった。

「──美織」

　名前を呼ばれて振り返る。

　やはりガウン姿の和人が頭を拭きつつ美織の隣に腰を下ろした。

「ここ、夜景が綺麗だろう？」

「うん。今日はありがとう。こんなに素敵なところに連れてきてくれて」

　和人と迎える誕生日は今日で二度目だ。今ではこの幸福はうたかたの夢ではないかと思える。

　和人は美織の顔を覗き込み、「今日はノーメイクなんだ」と笑った。

「フルメイクの方がいい？」

　美織の質問に首を振り、柔らかなラインを描いた肩を抱き寄せる。

「どちらでもいいよ。どちらでも可愛い」

　美織は逞しい肩に頭を預けながら、二年前の病院での和人の告白を思い出した。

　

　和人は美織の手を包み込みながら、恋人になってほしいと打ち明けた。

『井上さん、俺も君が好きだ』

　驚きのあまり約数分間声も出なかった

『課長、何を言って……。だって私は……』

　もう杏じゃないのにという言葉は、和人に「どちらも君だ」と言い切られて掻き消された。

『どうして気付かなかったんだろうな。自分の間抜けさに腹が立つよ』

　美織に似ていたから、杏に惹かれたのだと聞いても、まだ信じられなかった。だって、自分はお伽話の登場人物ではない。めでたし、めでたしで終わるはずがないのだと。

　戸惑う美織の手を和人はぎゅっと握り締めた。

『信じられないのなら、信じさせたい。……信じさせて見せる。だから井上さん、俺にチャンスをくれないか』

『……っ』

　杏に対するようななりふり構わぬ求愛を、どうして受け入れられずにいるだろうか。まだ恐れはあったものの、美織は恐る恐る和人の手を握り返したのだった。

　その後のドタバタは、今思い出しても頭を抱えてしまう。

　美織にストーカー扱いされた挙句、和人に叩きのめされた義治は、プライドをへし折られ、二度と会いたくなかったのだろう。美織に付き纏うことはなくなり、代わって弁護士を代理人として連絡を寄越した。案の定、和人を傷害罪で訴えるというものだった。

　しかし、四谷銀行の海千山千の顧問弁護士の一人に、防犯カメラに録画された誘拐未遂の現場を証拠として警察に提出すると警告されると、あっという間に折れて和解案を提示した。さすがに前科がつくと未来の社長の地位も危ういのだろう。

　こうして義治と美織の件は決着がついたのだが、まだ問題が残されていた。美織の父の正博である。

　正博は美織が義治との結婚を断り、地元の名士の息子を娘婿にし、井上家を再興するという夢が破れたからだろう。怒り狂ってなんと四谷銀行本社に電話をかけ、「娘を今すぐ退職させろ。連れ戻して躾け直す」と怒鳴り付けた。

　そんな正博に対応したのが和人だった。和人は電話を替わるなり事の顛末を説明し、最後にこう告げたのだという。

『お嬢さんが見合いを断ったのは、私と交際をしているからです。ですが、あなたのこと思って断れなかったのでしょう。』

『なんだって……美織と交際だと!?』

　娘が許可もなく男を付き合っていると聞かされ、正博はますます激高したが、和人が四谷銀行のエリートであり、更に長崎の名家出身だと知ると、たちまち態度を和らげた。

『ふ、ふん。なら、考えてやらんこともないが……』

　美織はこの時の正博とのやり取りを和人から聞かされ、父の変わり身の早さに呆れるあまりにもう笑うしかなかった。

　ちなみに、その正博は現在、電話口での傲慢不遜さはどこへ行ったのか、塩を振られた青菜のごとくしょげ返っている。なんと、母の織江が家を出て行ってしまったからだ。

　織江は娘に好きな人ができ、しかもその相手と結ばれたのだと知り、喜ぶよりも前にこう感じたらしい。

『なら、耐えに耐えても幸福を感じられない、私の人生とは一体なんだったのか』

　女は一度覚悟を決めると行動が早い。翌月には伝手を辿って実家近くにアパートを借り、アルバイトではあるが働き始めたそうだ。

　正博は織江が家出したばかりの頃は、「そのうちすぐに戻るはずだ」と、タカをくくっていた。「あれは俺がいないとやっていけない女だ」とも。

　ところが、織江からはほとんど連絡がないどころか、生き生きと暮らしていると噂で聞いて、やっていけないのは自分ではないかとようやく気付いたようだ。

　これまで正博は織江と美織には威張れた。ところが、その織江を失くして、プライドの維持が難しくなってきたらしい。慣れない家事に四苦八苦しているのもあるだろう。

　織江は正博に連絡先だけは渡していたので、当初は「さっさと帰ってこい」と電話を掛けていたそうだ。それが織江の家出が一年近くになると、「帰ってきてもいい」になり、近頃は「頼むから帰って来てくれ」になったのだとか。

　とはいえ、一度自由の味を知った織江が帰ることは当分ないだろう。娘としては仲直りしてほしかったが、織江も母である前に一人の女性なのだ。これからも我慢しろなどとはとても言えなかった。

　

「お父さんとお母さん、どうなるかな……」

　ポツリと呟くと和人がよしよしと頭を撫でてくれた。

「なるようにしかならないさ。正博さんが態度を改めれば、和解できないこともないと思う」

「天地をひっくり返すより難しそう……」

「そうでもないさ。男は弱い生き物だからね。結局、女がいないと何もできない。俺もだよ」

「えっ、和人さんも？」

　思わず和人の目を見上げる。

　和人は目を細めて美織に軽くキスをした。

「ああ、そうだ。君がそばにいないと、生きている気がしない」

　耳元にかかる熱い吐息と甘い囁きに、もう身も心も蕩けそうになってしまう。

　互いに抱き合いそのまま愛し合おうとしたのだが、「おっとその前に」と和人が身を起こし、ベッドの下に手を入れてピンクベージュの箱を引き摺り出した。

「君にプレゼントがあるんだ」

「えっ？　でも、たくさんもらって……」

　プレゼントはホテルに来る前、フレンチレストランですでに花束を貰っている。もちろん、高額のディナーも奢ってもらった。その上素敵なホテルで二人きりで過ごすことができ、もう十分なのにと慌ててしまう。

「君は相変わらず欲がないな」

　和人が笑いながら箱を空けると、中から真珠にも似た光沢を持ち、甲の部分にビジューをあしらったハイヒールが現われた

「わあ……」

　芸術品を思わせる一足に感動して声を上げる。

「気に入ってくれたかい？」

　目を輝かせてこくりと頷く。

「よかった。君に似合うと思ったんだ」

　和人はベッドから降りると、ハイヒールを手にしたままその場に跪いた。

　この二年、新しい靴を買った際には、こうして履かせてもらうのが恒例となっている。その瞬間だけは美織はまたシンデレラになれるのだ。

　照れ臭さを覚えつつ足を差し出す。

「わっ。和人さん、すごい。サイズぴったり」

「君の足は大きさも、形も、隅々まで知っているからね」

　もしかしたら体よりもと続けられ、また頬が熱くなってしまう。

「本当に綺麗な靴……」

　美織は軽く足を上げてデザインを愛でようとし、ハイヒールの右側のビジューのパーツに、一つ取れかけているものがあるのに気付いた。

「やだ、もらったばかりなのに……」

　手を伸ばして摘まみ取り、それがダイヤモンドの輝く指輪なのだと気付き、「これって……」と息を呑む。

「こっちが本命だったんだ」

　和人は美織の手を取り指輪を左手の薬指に嵌めてくれた。黒い瞳に熱の籠った光が瞬く。

「俺と結婚してくれないか？」

「……っ」

　美織は、果たしてお伽話のシンデレラは、自分を見つけ出してくれた王子様のプロポーズに、どう答えたのだろうと考えつつ口を開いた。





終
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　はじめまして、あるいはこんにちは。東あずま 万ま里り央おです。

「極上エロスは秘密の一夜から　～今夜はあなたにすべてを捧げます～」をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。

「魔法を掛けられたシンデレラ」——そうしたコンセプトでこの物語を書きました。シンデレラストーリーとはハイクラスの男性に見初められ、玉の輿に乗るという意味だそうですが、もう一つ、夢のように美しくなって憧れの人と恋に落ちるという意味があってもいいのではないかと想像を膨らませました。

　好意を抱く人に「綺麗だ」と言ってもらえると、もうそれだけで一段美人になったような、幸福な気分になれますよね。メイクやドレスアップももちろん大切ですが、最後の仕上げはやっぱりその一言だなと思います。

　ヒロインの美織は抑圧された家庭で育ち、その反動もあってぱっと鮮やかに花開き、零時を過ぎても続く恋を得ることができました。

　ちなみに、ラストで美織の母までもが思い切った行動に出たのは、いわゆる「キャラクターが動いた」という展開でした（笑）。父とその後仲直りしたのかどうかは、皆様のご想像にお任せしたいと思います。

　それでは、またいつかどこかでお会いできますように！ 






東万里央
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極上ごくじょうエロスは秘ひ密みつの一いち夜やから

～今こん夜やはあなたにすべてを捧ささげます～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り
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